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序

平成２２年度には安曇野市内で発掘調査１件、試掘調査１１件、工事立

会調査２３件、慎重工事３件の埋蔵文化財保護措置が実施されました。

安曇野市内では現在約４００箇所の遺跡の存在が知られています。これ

らの遺跡に光をあてることが、安曇野市教育委員会としての重要な使

命のひとつです。

本書に掲載した塩田若宮遺跡発掘調査は、明科北保育園改築事業に

伴う記録保存です。この発掘は６月から７月にかけての梅雨の時期に

行われたため雨天に悩まされることとなりましたが、関係諸氏の多大

なるご配意のため無事終了することができました。この結果、今まで

断片的に解明されていたに過ぎない約４０００年前の縄文時代の集落の一

端に新たな知見を加えたことは大きな成果です。特に潮沢川に向かう

緩斜面でみつかった敷石住居とそこから出土した多量の土器・石器か

らは、この時期の安曇野において明科地域がひとつの拠点となってい

たことを示唆しているといえます。

発掘調査から報告書刊行に至るまで、多くの関係機関、関係諸氏に

ご尽力賜りました。本報告を上梓するにあたり厚く御礼申し上げます。

また、今回の発掘調査成果が多くの市民に活用され、広く安曇野の歴

史・文化解明に役立つことを祈念し序とさせていただきます。

平成２３年（２０１１）３月

安曇野市教育委員会

教育長 丸 山 武 人



例 言

なが の けんあ づ み の し とよしなまち ほ たかまち み さとむら ほりがねむら あかしなまち

１ 本書は長野県安曇野市（平成１７年１０月１日に豊科町・穂高町・三郷村・堀金村・明科町が合併して

誕生）で平成２１年度に実施された埋蔵文化財保護事業及び発掘調査の報告書である。

２ 平成２１年度に実施した発掘調査は本書に掲載した１件であり、遺跡名称及び所在地・調査期間・調

査面積は以下のとおりである。
しお だ わかみや なが の けんあ づ み の し あかしなひがしかわ て

塩田若宮遺跡（第２次） 長野県安曇野市明科東川手８６７番１ 外 ６００㎡

調査原因事業名 明科北保育園改築事業

発掘作業 平成２１年６月１５日～７月３１日

整理作業 平成２１年８月１日～平成２３年３月３１日

３ 本書掲載の発掘調査は、安曇野市教育委員会が実施し、安曇野市が費用負担した。

４ 本書の編集は事務局が行った。掲載した石器の実測図作成の一部・石材鑑定は株式会社東京航業研

究所、自然科学分析は（株）加速器研究所に業務委託し、執筆・編集は土屋和章が担当した。

５ 本書で使用した主な引用・参考文献は章末に一括して掲載した。ただし、業務委託した自然科学分

析については各分析の文末に引用・参考文献を掲載している。

６ 本調査に関する事務書類および出土遺物・記録類は安曇野市教育委員会が保管している。

７ 調査全般にわたり以下の方々、ならびに機関からご指導・ご協力いただきました。記して感謝いた

します。（敬称略・五十音順）

大澤 慶哲、桐原 健、島田 哲男、鳥羽 嘉彦、西牧 尚人、堀 久士、山下 泰永、

山田 真一

凡 例

１ 発掘調査および整理作業に際して、遺跡略号として遺跡名のアルファベットと調査年度（西暦２００９

年）の組み合わせである次の表記を使用した。

塩田若宮遺跡（第２次）：SDW０９

２ 調査及び本書での遺構名は、次の略号を使用している。

SB：竪穴住居跡・竪穴状遺構 SF：焼土遺構 SK：土坑 ST：掘立柱建物跡 P：ピット

３ 本書で使用した方位は真北を示し、標高は海抜高を示す。

４ 本書実測図で遺物は次のように表現した。

縄文土器、土師器：断面無地 黒色処理：トーン（薄）

５ 土層の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帳』に準じた。
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第１章 平成２１年度埋蔵文化財保護事業

１ 埋蔵文化財保護事業の概要

調査体制

平成２１年度の安曇野市における埋蔵文化財保護事業は、教育委員会事務局文化課文化財保護係が担っ

た。体制は次のとおりである。

事務局 安曇野市教育委員会事務局 文化課

北條 英明（文化課長）、那須野 雅好（文化財保護係長）、土屋 和章（文化財保護係）

地理的環境と遺跡の立地
とよしなまち ほ たかまち み さとむら ほりがねむら あかしなまち

安曇野市は平成１７年（２００５）１０月１日に豊科町・穂高町・三郷村・堀金村・明科町の５町村が合併し
おおまち し まつかわむら いけ だ まち いくさかむら ちくほくむら

て誕生した市で、長野県のほぼ中央部に位置し、北は大町市、松川村、池田町、生坂村、筑北村、南は
まつもと し ひ だ ちく ま

松本市に隣接する。地形的には松本盆地の中ほどにあり、西は飛騨山脈、東は筑摩山地と接する。松本

盆地は構造性の盆地で、縁辺部から流れるいくつもの河川が運搬した堆積物により形成されている。

安曇野市内に所在する遺跡は現在約４００箇所が周知であり、時代としては縄文時代早期から現代に至

る。縄文時代の遺跡は、主として北アルプス山麓の扇状地扇頂付近の及び犀川以東の河岸段丘上に多く

立地しており、過去の調査からは縄文中期に隆盛を極めたことがわかる。弥生時代になると遺跡数は減

少し、集落の立地も扇状地扇端へ移る。生業形態の変化が遺跡立地の変化に影響している可能性が示唆

され、この集落立地は基本的に現代まで踏襲されている。安曇野市では前・中期の古墳は現在までに確

認されておらず、後期の群集墳が北アルプス山麓や明科地域に分布する。奈良時代以降は、前代までの

立地を踏襲するように犀川以西の扇端と犀川以東の河岸段丘上に集落が営まれるなか、明科地域では明

科廃寺と呼称される古代寺院の存在が確認されている。また、豊科田沢の山間部一帯から隣接する松本

市域にかけて須恵器窯群が築かれている。

平成２１年度の概要

平成２１年度の安曇野市における埋蔵文化財保護措置の一覧は第１表のとおりである。発掘調査等は合

計３８件で内訳は発掘調査１件、試掘調査１１件、工事立会２３件、慎重工事３件であった。それぞれの位置

は第１図に示す。試掘調査の概要は次項で取り上げた。なお、平成２１年度の工事立会調査及び慎重工事

で埋蔵文化財に影響を与えた件はない。

また、安曇野市教育委員会が調査主体となった埋蔵文化財保護事業のほかに、國學院大學文学部考古

学研究室によって穂高古墳群F９・F１０号墳の墳丘測量調査及び古墳群の現状確認調査が実施されてい

る（吉田・中村編２０１０）。

第１章 平成２１年度埋蔵文化財保護事業

－ 1－



第１表 平成２１年度発掘調査等一覧

NO 調査 遺 跡 所 在 地 調 査 期 間 工事目的等

▲ １ 慎重工事 南原遺跡 穂高６６２１番４ ２００９０４１７ 車庫建設

● ２ 工事立会 追堀遺跡 穂高柏原１６７４番４ ２００９０５０７ 個人住宅

● ３ 工事立会 穂高神社境内遺跡 穂高２６７１番２外 ２００９０５１８ 公共下水道

■ ４ 試掘 塩田若宮遺跡 明科東川手８６７番４外 ２００９０５２０ 保育園舎

● ５ 工事立会 追堀遺跡 穂高柏原１６７２番１０ ２００９０５１５～２００９０６０２ 個人住宅

● ６ 工事立会 中条遺跡 明科光８３２番１外 ２００９０６１５ 工場増築

▲ ７ 慎重工事 塩川原上ノ平遺跡 明科七貴７６７９番１外 ２００９０６１６ 駐車場

▲ ８ 慎重工事 穂高高校北遺跡 穂高５９７２番２外 ２００９０６２４ 水路改修

■ ９ 試掘 上郷遺跡 明科中川手３５４９番１ ２００９０７１３ 個人住宅

● １０ 工事立会 南松原遺跡 三郷小倉２１０９番２ ２００９０７１５ 個人住宅

● １１ 工事立会 中木戸遺跡 明科七貴４１４８番外 ２００９０７２３ 道路改良

□ １２ 発掘 塩田若宮遺跡 明科東川手８６７番４外 ２００９０６１５～２００９０７３１ 保育園舎

● １３ 工事立会 新林遺跡 穂高牧１８６４番１ ２００９０８０３ 宅地造成

■ １４ 試掘 橋ノ爪遺跡 明科東川手２９４番６ ２００９０８１７ 個人住宅

● １５ 工事立会 小岩嶽下木戸遺跡 穂高有明３０１６番１外 ２００９０８１７ 公共下水道

● １６ 工事立会 東小倉遺跡 三郷小倉３８７２番 ２００９０９０２～２００９０９０３ 携帯電話基地

● １７ 工事立会 宗徳寺遺跡 穂高７１３７番４ ２００７１２２６～２００９０９０８ 本堂・庫裏建設

● １８ 工事立会 弥之助畑遺跡 穂高柏原１５６７番１ ２００９０９１１ 個人住宅

■ １９ 試掘 穂高古墳群A―１号墳 穂高有明２１１１番３ ２００９０９１５ 官舎建設

■ ２０ 試掘 押野山遺跡 明科七貴６７９２番１ ２００９１００１ 確認調査

● ２１ 工事立会 巾上遺跡 堀金烏川１１５番２外 ２００９１０２６～２００９１０２７ 電柱設置

■ ２２ 試掘 矢原五輪畑遺跡 穂高８０７番１外 ２００９１１１６ 駐車場

● ２３ 工事立会 三枚橋遺跡 穂高９８０番１外 ２００９１１２０～２００９１２０７ 水路改修

● ２４ 工事立会 城下遺跡 明科中川手５３８７番の一部 ２００９１２０２ 個人住宅

■ ２５ 試掘 藤塚遺跡 穂高２４８２番 ２００９１２０９～２００９１２１４ 携帯電話基地

● ２６ 工事立会 町屋敷遺跡 明科中川手２２８０番１外 ２００９１２１５ その他の建物（工房）

■ ２７ 試掘 三枚橋遺跡 穂高１４６０番４外 ２００９１２１７ 店舗（美容室）

● ２８ 工事立会 柳原遺跡 豊科２１３５番１外 ２００９１２２１ 個人住宅

● ２９ 工事立会 宗徳寺遺跡 穂高７１３７番４ ２００９１２２２ その他の建物

● ３０ 工事立会 堰下遺跡隣接地 穂高牧１番１５外 ２００９１２２２ 国営公園トイレ

■ ３１ 試掘 中木戸遺跡 明科七貴４１７３番１ ２００９１２２５ 個人住宅

● ３２ 工事立会 堰下遺跡隣接地 穂高牧１番１５外 ２０１００１１８ 国営公園休憩所等

● ３３ 工事立会 鳴沢A遺跡隣接地 三郷小倉３００番１外 ２０１００２１５ 歩道設置（橋脚設置）

■ ３４ 試掘 北村遺跡 明科光２２０番１外 ２０１００２２３ 個人住宅

● ３５ 工事立会 犀宮社 明科中川手１１９１番１ ２０１００２２４ 倉庫

● ３６ 工事立会 三枚橋遺跡 穂高１４７９番１ ２０１００２２６ 個人住宅

● ３７ 工事立会 三枚橋遺跡 穂高１７５３番１ ２０１００３０１ 個人住宅

■ ３８ 試掘 寺島畑遺跡 穂高有明７９２６番外 ２０１００２２２～２０１００３１２ 沈砂池
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第１図 平成２１年度発掘調査等位置図（１／１００，０００）
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遺物出土

遺物出土

２ 試掘調査
しお だ わかみや

塩田若宮遺跡（第１表４）

所 在 地 安曇野市明科東川手８６７番４外

第２図 塩田若宮遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）５月２０日

調査面積 ７９㎡

調査契機 保育園舎建設

概要

保育園舎建設予定地に３箇所のトレンチを設定

し、遺構・遺物の検出を試みた。土層は表土下

１．３～１．５mで暗褐色砂質シルト層を検出してい

る。この層から縄文土器の集積と被熱した花崗岩

礫が確認されたため、この場所に遺跡が良好に残

存していることが確認された。平成２０年度に実施

した試掘調査では、今回の試掘地点から約１００m

の場所で、地表下９０㎝付近で竪穴建物跡と考えら

れる掘り込みと土師器坏底部が出土している。こ

のことから、周囲一帯に埋蔵文化財が比較的良好

に存在していると考えられた。このため、開発に

先立って遺跡保護協議を実施し、保育園舎建設に

際し発掘調査を実施することになった。この調査

の報告は本書に掲載している。

第３図 試掘トレンチ配置図（１／１，０００）
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試掘調査出土土器を第４図に図示した。これらは本発掘調査に先立ち保育園庭でトレンチ調査をした

ときの出土で、第２次発掘調査の直接の契機となった土器である。この試掘では土器類がプラスチック

コンテナ１箱分が出土している。この第４図のうち５や９では胴部に「U」字や逆「U」字の区画が沈

線によって描出され、磨消縄文手法により縄文施文がなされている。また６や７に見られるような口縁

部付近の渦巻文もある。６は横区画の沈線による渦巻文、７は粘土紐貼付による隆線の渦巻文である。

器形が明らかなものは少ないが、５はキャリパー形の影響を受けた系譜上にあって、くびれが弱く緩や

かになったものと考えられる。

第４図 試掘出土土器

第５図 遺物出土状況 第６図 出土土器
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わ ごう

上郷遺跡（第１表９）

所 在 地 安曇野市明科中川手３５４９番１

第７図 上郷遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）７月１３日

調査面積 ４９㎡

調査契機 個人住宅建設

概要

住宅建設予定地に当初トレンチを設定して遺

構・遺物の検出を試みたところ、須恵器甕１片が

出土した。このため急遽保護協議を実施し７m×

７mの調査区を設定し遺構の確認を実施した。こ

の結果、遺構と考えられる掘り込みや包含層は確

認されず、ごく少量の土師器片が出土したのみで

あった。これらの遺物はいずれも磨耗が著しく二

次的な堆積によるものと考えられる。したがって、

今回の個人住宅建設は埋蔵文化財への影響はない

と考えられるが、今後近隣で予定される開発等に

は留意する必要がある。

はし の つめ

橋ノ爪遺跡（第１表１４）

所 在 地 安曇野市明科東川手２９４番６

第８図 橋ノ爪遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）８月１７日

調査面積 １２㎡

調査契機 個人住宅建設

概要

住宅建設予定地に２m×６mのトレンチを設定

し、遺構・遺物の検出を試みた。この結果、地表

下約５０㎝の層からごく少量の土器小片が出土した

のみで、遺構等は確認されなかった。出土した土

器片も磨耗が著しく、流れ込みなどの二次堆積に

よるものと考えられる。したがって、この住宅建

設で埋蔵文化財が影響をうけることはないと判断

した。
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ほ たか こ ふんぐん みささぎづか

穂高古墳群A－１（ 陵 塚）（第１表１９）

所 在 地 安曇野市穂高有明２１１１番３

第９図 穂高古墳群A－１試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）９月１５日

調査面積 ５１㎡

調査契機 官舎建設

概要

官舎建設予定地がA－１（陵塚）の墳丘に近

接していたためトレンチを設定し、遺構・遺物の

検出を試みた。この結果、土層断面から落ち込み

を確認した。この箇所について人為的な痕跡の検

出に努めたが、遺物・炭化物などは検出されず自

然形成されたものと判断した。この他、遺構・遺

物と考えられる痕跡は確認されなかったため、こ

の工事で影響する範囲に埋蔵文化財は存在しない

と考えられる。

おし の やま

押野山遺跡（第１表２０）

所 在 地 安曇野市明科七貴６７９２番１

第１０図 押野山遺跡試掘位置図（１／５，０００）

調査期間 平成２１年（２００９）１０月１日

調査面積 １０㎡

調査契機 確認調査

概要

無線基地建設の可能性があるため、予定地で埋

蔵文化財の有無を確認するためトレンチを設定し

て遺構・遺物の検出を試みた。調査地は押野山頂

上部の平坦地でやや南傾斜となっている。トレン

チ調査の結果、断面すり鉢状の掘り込みが確認さ

れた。この掘り込み覆土からは風化が著しい土器

片も確認された。このトレンチ調査だけでは、確

認された落ち込みの性格等の判断はできていない。

この場所で工事等が実施されることになれば、再

度確認をする必要があると考えられる。
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や ばら ご りんばた

矢原五輪畑遺跡（第１表２２）

所 在 地 安曇野市穂高８０７番１外

第１１図 矢原五輪畑遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）１１月１６日

調査面積 ２４㎡

調査契機 駐車場造成

概要

駐車場造成予定地に１m×１２mのトレンチを２

箇所設定し、遺構・遺物の検出を試みた。この結

果、西側のBトレンチで地表下約１００㎝から竪穴

建物跡の可能性のある遺構を検出した。またA・

B両トレンチから若干量の土器類が出土した。こ

の結果、この場所には良好に埋蔵文化財が良好に

残存することが確認された。今回の駐車場造成は

２０㎝程度の砕石転圧のみのため遺構等に影響する

ことはないが、今後の開発に際しては発掘調査等

の保護措置を実施する必要がある。

ふじつか

藤塚遺跡（第１表２５）

所 在 地 安曇野市穂高２４８２番

第１２図 藤塚遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）１２月９日～１２月１４日

調査面積 １２㎡

調査契機 携帯電話基地局建設

概要

携帯電話基地局建設予定地に１２㎡の調査区設定

し、遺構・遺物の検出を試みた。この結果、地表

下約７０㎝で埋蔵文化財が存在する可能性のある砂

質シルト層が確認されたが、この場所ではごく少

量の炭化物が混入しているだけで遺構・遺物は確

認されなかった。したがって、今回の携帯電話基

地局建設で埋蔵文化財に影響しないと考えられる。

しかし、炭化物が存在することから付近に遺構等

が存在する可能性がある。

第１章 平成２１年度埋蔵文化財保護事業
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さんまいばし

三枚橋遺跡（第１表２７）

所 在 地 安曇野市穂高１４６０番４外

第１３図 三枚橋遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）１２月１７日

調査面積 ２３㎡

調査契機 店舗（美容室）建設

概要

店舗建設予定地にトレンチを２箇所設定し、遺

構・遺物の検出を試みた。この結果、調査地北側

の地表下７０㎝付近で微細な土器片が出土したため、

注意深く精査したが遺構・遺物は確認されなかっ

た。また、調査地内南半分の地表付近は撹乱を受

け現代の屋根瓦やコンクリート片が混入しており、

下層は河川流路跡となっていた。したがって、今

回の店舗建設は埋蔵文化財に影響を与えないと判

断される。

なか き ど

中木戸遺跡（第１表３１）

所 在 地 安曇野市明科七貴４１７３番１

第１４図 中木戸遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２１年（２００９）１２月２５日

調査面積 １０㎡

調査契機 個人住宅建設

概要

住宅建設予定地に１m×１０mのトレンチを設定

し、遺構・遺物の検出を試みた。本遺跡は江戸時

代の土砂崩落によって埋没した村落である。トレ

ンチ調査の結果、工事で影響を受ける地表下約７０

㎝までは河川作用または土砂崩落による砂礫層で

遺構・遺物は確認されなかった。このため、今回

の住宅建設が埋蔵文化財に影響を与えることはな

いと判断される。
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きたむら

北村遺跡（第１表３４）

所 在 地 安曇野市明科光２２０番１外

第１５図 北村遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２２年（２０１０）２月２３日

調査面積 ２０㎡

調査契機 個人住宅建設

概要

住宅建設予定地にトレンチを設定し、遺構・遺

物の検出を試みた。この結果、地表下約１３０㎝付

近で溝及び土坑と考えられる遺構がそれぞれ１箇

所確認された。土坑はトレンチ東端、溝はトレン

チ西端に位置する。このうち、溝についてはトレ

ンチを拡張して方向と規模を確認した。また、こ

れらの覆土には微細な土器片や炭化物が混入して

いた。この試掘の結果から、住宅建設による６０㎝

程度の掘削は埋蔵文化財に影響を与えないと判断

されるが、今後付近で予定される開発には留意す

る必要がある。

てらしまばたけ

寺島畑遺跡（第１表３８）

所 在 地 安曇野市穂高有明７９２６番外

第１６図 寺島畑遺跡試掘位置図（１／２，５００）

調査期間 平成２２年（２０１０）２月２２日～３月１２日

調査面積 ２０㎡

調査契機 沈砂池建設

概要

沈砂池建設予定地にトレンチを２箇所設定し、

遺構・遺物の検出を試みた。この調査では、南側

のAトレンチで地表下１００㎝付近から縄文前期末

～中期初頭の土器破片１片が出土したため遺構検

出をおこなった。この結果、遺構及びさらなる遺

物は確認されなかった。ただし、遺跡が存在する

可能性が残されたため工事に際して随時工事立会

いを実施したが、遺構等は確認されていない。こ

のことから、遺跡は今回調査地より斜面上方に存

在する可能性がある。
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第２章 塩田若宮遺跡（第２次）

１ 調査の契機と経過

調査の契機と経過
あかしなきた

この調査は安曇野市健康福祉部児童保育課による明科北保育園改築事業にかかる緊急発掘調査で、事
うしお

業主体者は安曇野市長平林伊三郎氏（調査時）である。昭和３６年（１９６１）に潮保育所として開設され

た明科北保育園のこれまでの園舎は昭和４９年（１９７４）に建設されたもので、老朽化が進み早急な対応が

求められていた。このため、平成１９年（２００７）１０月の安曇野市明科地域保育園建設検討委員会報告をう

けて園舎の現地改築の方向で本事業が計画され、平成２１年度中の竣工・使用開始を目指して実施される

に至った。明科北保育園の新園舎は鉄骨造平屋建て、延床面積は９８６．４５㎡となっており、平成２２年

（２０１０）２月１８日竣工、３月１日使用開始となっている。この園舎建設に関しては平成２０年度中から遺

跡保護協議を実施しており、平成２０年（２００８）１２月１５日には今回の建設地から約１００m西方の地点で建

て替え期間中に使用する仮園舎建設に先立ち試掘調査を実施した（安曇野市教育委員会２０１０）。この試

掘では地表下約９０㎝から竪穴建物跡と考えられる遺構及び底部に回転糸切り痕のある土師器坏が出土し

ている。

この試掘結果と建設計画をうけ、平成２１年（２００９）４月から発掘調査を念頭に取り扱い協議を継続す

る中で、今回の事業計画にある保育園舎の構造上、遺構面に達する可能性のある掘削が不可避であり、

記録保存を前提とした埋蔵文化財保護措置をとる方向で事業者と合意した。こうして、平成２１年

（２００９）４月１４日付け「土木工事等のための埋蔵文化財発掘の通知」（文化財保護法第９４条第１項）が安

曇野市長平林伊三郎氏から提出され、４月２２日付け「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等につ

いて（通知）」で長野県教育委員会教育長から、この計画についての埋蔵文化財保護措置を記録作成の

ための発掘調査とする旨の通知があった。この通知に基づき安曇野市教育委員会では発掘調査体制を整

えるとともに、平成２１年（２００９）５月２０日に遺構の残存状況及び遺構面の深度などを調べる目的で確認

調査を実施した。この結果、既往の建造物建設による撹乱は部分的で、地表下１００㎝付近に遺構が概ね

良好に残存していることが確認できた。この深度は

今回の開発事業で影響を受ける範囲であるため、当

初の計画通り平成２１年（２００９）６月１５日から７月３１

日にかけて記録保存のための発掘調査を実施した。

これに引き続き、整理作業は平成２１年（２００９）８月

から開始し、平成２３年（２０１１）３月に本書を発行し

て全事業を終了した。

第１７図 開発後の発掘調査地点
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調査体制

調査主体 安曇野市教育委員会

調査担当者 那須野 雅好（文化課文化財保護係長）、土屋 和章（文化課文化財保護係）

作業参加者 青柳 久子、植原 武義、小穴 金三郎、勝野 辰雄、原田 徹郎、細尾 みよ子、

松田 洋輔

事務局 安曇野市教育委員会事務局 文化課

北條 英明（文化課長、平成２１年度）、竹内 邦彦（文化課長、平成２２年度）

那須野 雅好（文化財保護係長）、土屋 和章（文化財保護係）

発掘作業・整理作業の経過

塩田若宮遺跡（第２次）発掘調査における現場作業は、平成２１年（２００９）６月１５日（月）から７月３１日

（金）にかけて実施し、調査面積は６００㎡である。調査経過の詳細は調査日誌抄として記述する。これに

続いて、遺物整理を平成２１年（２００９）８月から開始し、遺物洗浄・注記までを３名体制、接合・実測・

報告書作成を２名体制で継続し平成２３年（２０１１）３月の本報告書発行をもって全事業を終了した。

調査日誌抄

平成２１年（２００９）

６月１５日（月） 表土除去開始。現場で既存建物解

体作業延期のため作業を一旦中止。再開は６月

１９日の予定。

６月１９日（金） 表土除去。建物解体の際発生した

土が敷地内中央に積まれていたため移動しても

らう。プレハブ等搬入。

６月２２日（月） 遺構検出開始。畝状遺構を検出、

雨天のため１０：３０作業中止。

６月２３日（火） 遺構検出。黒みの強い土の堆積か

ら縄文土器片、黒曜石フレーク、須恵器甕破片

などが出土。東側拡張部分では土器が多量出土。

６月２４日（水） 雨天中止。

６月２５日（木） 遺構検出。東側拡張部分の土器出

土箇所を SB１とする。

６月２６日（金） 遺構検出。調査区中央では土が固

くなったため重機で薄く土層を除去した結果、

ピットなどを複数検出。

６月２９日（月） SB１精査開始、縄文土器が多量

に出土、他に黒曜石フレークなども。埋設土器

精査、検出面で焼土を確認、この周辺を SB２

とする。調査区内南西の黒色土落ち込みを SB

３として精査開始。雨天のため１６：００に作業中

止。

６月３０日（火） 雨天中止。測量業者作業。

７月１日（水） 雨天中止。

７月２日（木） SB１・SB２精査。SB３精査、湧

水のため土層確認が困難。

７月３日（金） ピット・畝状遺構精査。SB３セ

クション実測。

７月６日（月） SB３精査、焼土・炭化物層に現

代の瓦片が混入しており現代の撹乱を受けてい

る可能性がある。SB２精査、埋設状況確認の

ため土層断ち割る。P５精査、土師器出土、土

師器下には多量の炭化物を確認。

７月７日（火） SB１精査、調査区外に大きく広

がりそう、また床面も深くなる見通し。P５完

掘、土師器・炭化物・礫が重なって出土。

７月８日（水） 雨天中止。

７月９日（木） SB１精査、掘り下げ深度は４０㎝

程度になる見込み。昨日の雨で足場が悪く作業
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発掘調査位置

２ 遺跡の位置と環境

地理的環境
あかしなひがしかわ て うしお さいがわ ほ たか

塩田若宮遺跡は長野県安曇野市明科東川手の潮地区に所在する。安曇野市明科地域は、犀川・穂高
がわ たか せ がわ

川・高瀬川の三川が合流する地点を有する松本盆地東縁辺の最低地であり、東方には山地が広がる。標

高は海抜５００mから９００m程で、大部分を占め

る低地性の山地と、犀川及び支流谷底部の低

地からなっている。本遺跡を含む潮地籍は、南
あい だ がわ うしおざわがわ

を会田川、北を潮沢川に画される犀川沿いに

形成された南北約９００m・東西約３００mの段丘
かんだち

面上に展開している。東方の雷 山山塊は急斜

面をなして段丘面におちるが、この斜面には

渓流の発達がほとんどなく段丘面は水に恵ま

れない。

今回の発掘調査地はこの段丘面の北端に位

置し、潮沢川に落ち込む段丘崖に臨む標高約

５２０mの地点である。この一帯には遺跡名に
しお だ

もある塩田と呼ばれる地籍があり、昔から塩

分を含む湧水があって、これを沸かした入浴

宿泊施設も過去に存在したという。

難航。

７月１０日（金） SB１遺物取り上げ。ピット群を

ほぼ完掘。

７月１３日（月） 正午頃空撮のため午前中は撮影準

備の清掃。午後 SB１精査、ベルト除去。

７月１４日（火） P５遺物取り上げ、礫の下には炭

化物を確認。SB２とした埋設土器取り上げ。SB

１精査、浮いていると判断される礫は座標観測

して取り上げ。１６：００から重機により深堀調査、

下層に遺構等が存在しないことを確認。

７月１５日（水） SB１床面掘り下げ、焼土・骨片

を確認。

７月１６日（木） SB１精査、ベルト下にも敷石を

確認。

７月１７日（金） 明科北保育園起工式のため作業中

止。

７月２０日（月） 祝日のため作業中止。

７月２１日（火） SB１精査、西壁は不明瞭。

７月２２日（水） SB１精査、敷石測量、ピット検

出、遺物が多量に出土。本日は部分日食。

７月２３日（木） SB１敷石除去、ピット完掘、敷

石下からも若干の遺物が出土。

７月２４日（金） SB１下層確認、中央付近から土

器２個体が出土。測量業者現場観測。午後は現

場撤収開始。

７月２７日（月）～３１日（金） 撤収、現場引渡し。測

量業者現場観測。

第１８図 周辺の遺跡分布図（１／１７，５００）
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歴史的環境

塩田若宮遺跡の所在する安曇野市明科地域は松本盆地東縁部の北側を中心とその東方に広がる山地か
みなみりくごう

らなっている。犀川によって形成された河岸段丘上では豊科田沢地区から明科南陸郷地区まで遺跡が

断続的に確認されており、山間部には古墳や山城などが築かれている。
とっちゅう

現在までに安曇野市内で旧石器時代の遺跡が発掘された例はないが、明科中川手の吐中遺跡で昭和

３１年（１９５６）にオオツノシカの化石が発見された記録がある。確実に人々の生活を確認できるのは縄文
じょう わ で や しき

時代以降で、明科地域ではこや城遺跡や上手屋敷遺跡などで縄文早期の押型文土器片、ほうろく屋敷

遺跡で絡条体圧痕文土器が出土している。このほうろく屋敷遺跡は明科南陸郷に所在しており、前・中

期から後期まで集落が継続し、明科町教育委員会による第１～４次の発掘調査によって石器製作址の可
あら い

能性があると指摘された（明科町教育委員会２００１）。晩期になると明科七貴の荒井遺跡から浮線文が施

された氷Ⅰ式段階の鉢形土器が採集されている（明科町史編纂会１９８４）。

弥生時代になると、ほうろく屋敷遺跡では再葬墓４群１６基とそれに伴う土器３０個体あまりが出土して

いる（明科町教育委員会１９９１）。また、犀川左岸段丘上のみどりケ丘遺跡からは宅地造成に伴い発掘調

査がなされて弥生中期の土器・石器が多量に出土している（太田・河西１９６６）。このとき集石遺構とさ

れる礫群の中から多量の土器・石器が確認されており、変形工字文や磨消縄文が施文される土器群に太

型蛤刃石斧や石庖丁が伴う。

明科地域では古墳時代後期の古墳が確認されている。特に潮地籍に分布する複数の古墳は潮古墳群と

してまとまりがあり、発掘調査によって７～８世紀初頭に比定されている（明科町教育委員会２００５）。

この時代の集落の様相は不明確な部分が大きいが、潮地籍からは古墳時代の土師器が採集されており未
なかがわ て

発掘部分に該期の集落が存在する可能性がある。会田川より南の明科中川手では、昭和５３年（１９７８）の
さかえちょう

明科町役場（現在の明科総合支所）議会棟建設時に実施した栄 町遺跡の発掘調査で６世紀後半に比定

される住居跡が発掘されている（明科町史編纂会１９８４）。この住居跡は一辺５mほどで直径１５㎝程度の

川原礫を一面に敷き詰めた特異な遺構である。

奈良時代になると明科中川手で７世紀第３四半期創建と考えられる寺院跡が確認されており、所在地

から明科廃寺と呼ばれる。明科廃寺では平成１１年（１９９９）に行われた発掘調査によって掘立柱建物跡３

棟、布掘り基礎を持つ掘立柱建物跡１棟などに伴って多量の瓦が出土した（明科町教育委員会２０００）。
し び

昭和２８年（１９５３）の発掘調査と併せて、古代瓦のほか鴟尾や瓦塔が確認され県内で最も古い時期の寺院

のひとつとして注目される。明科廃寺の造営期間については未だ詳らかでないが、補修瓦の様相などか

ら平安時代までは同地で存続していたものと考えられている。奈良・平安時代は明科地域全域で集落が

確認される時期でもあり、開発が広範囲に及んでいったといえる。塩田若宮遺跡でも平成８年（１９９６）

の発掘調査によって平安時代の竪穴建物跡が見つかっているほか、平成２０年度に実施した試掘調査でも

土師器坏が出土した。
ちゃうすやま わ で や しき とう の はらじょう

明科地域には中世の城館跡が多く残されており、こや城遺跡、茶臼山遺跡、上手屋敷遺跡、塔ノ原 城
し とうのはら し

址などで遺物の出土がある。このうち塔原氏居館跡とされる上手屋敷遺跡は平成元年（１９８９）と平成

１５年（２００３）に発掘調査が実施され、内耳土器や青磁碗のほか安山岩製の宝篋印塔相輪などが出土した

（明科町史刊行会１９８４、明科町教育委員会２００４）。
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明北小学校

明科北
保育園

第1次

第2次

潮沢川

塩田若宮遺跡の概要

塩田若宮遺跡は本格的な発掘調査がなされる
めいほく

以前から、昭和２５年（１９５０）明北小学校の校庭

拡張工事、昭和４４年（１９６９）給食センター建設

工事、昭和４６年（１９７１）明北小学校校舎移転改

築工事などの際に縄文土器や須恵器・土師器片

などが出土した記録がある（明科町史編纂会

１９８４）。このような経緯のなかで明北小学校体

育館建て替え工事が計画され、記録保存の必要

性から明科町教育委員会は第１次発掘調査を実

施することになった。平成８年（１９９６）６月か

ら７月にかけて実施されたこの調査では、竪穴

住居と推定される住居址５軒、敷石住居と推定

される住居址１軒、掘立柱建物と推定される建

物３棟、土壙２箇所、溝状遺構１箇所を確認し、このうち６号住居址のみ縄文時代後期前葉と推定して

いる。この調査では住居址が概して調査区南側に集中していたため、遺跡の中心は明北小学校体育館よ

り南の校庭付近と推測された。
わかみや

今回の発掘調査地点は、明治７年（１８７４）３月の潮村住居・小字分布図によれば若宮地籍とされ、塩

田地籍はこれより南側である（東川手の歴史を語る会２００５）。この場所は明治３５年（１９０２）１１月に東川

手村立東川手尋常高等小学校の校舎を建築、大正１５年（１９２６）１０月に２階建ての西校舎を新築し、昭和

１６年（１９４１）４月には東川手村立東川手国民学校となった。昭和２２年（１９４７）４月学校教育法施行によっ

て義務教育が９年間となり、東川手国民学校は東川手小学校と改められ東川手中学校が併設された。昭

和２４年（１９４９）に敷地内に中学校校舎が新築されている。昭和３０年（１９５５）には村合併によって明科町

立東川手小学校となり、昭和３３年（１９５８）には東川手中学校が明科町立明科中学校に統合された。昭和
めいほく

３６年（１９６１）に、東川手小学校から現在の校名である明北小学校へと改称し、昭和４７年（１９７２）には現

在地に新校舎が完成した。明北小学校移転後、この場所には明科北保育園の園舎が建設され、昭和４９年

（１９７４）から保育園用地としての使用が開始された。このとき建設された園舎が老朽化したため今回建

て替えを行うことになり、これが塩田若宮遺跡第２次発掘調査の直接の契機となった。

第２表 塩田若宮遺跡発掘調査記録

調査次 調査年 面積 調査原因 遺構・遺物の概要

第１次 平成８年 １，２００㎡ 明北小学校体育館建て替え
敷石住居１、竪穴住居５ほか

縄文土器、石器、土師器

第２次 平成２１年 ６００㎡ 明科北保育園改築
敷石住居１、建物跡２ほか

縄文土器、石器、土師器

第１９図 発掘調査位置図（１／２，５００）
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３ 調査の方法と成果

試掘調査

明科北保育園改築事業にかかる試掘調査は平成２１年（２００９）５月２０日に実施した。この調査では、保

育園の園庭に３箇所のトレンチを設定し、遺構・遺物の検出を試みた。土層は表土下１．３～１．５mで暗

褐色砂質シルト層を検出している。この層から縄文土器の集積と被熱した花崗岩礫が確認されたため、

この場所に遺跡が良好に残存しており遺構面が現在の園庭地表面から約１．３mの深度であること、今回

の改築事業によって埋蔵文化財に影響を与えることが確実視されることの２点が確認された。

発掘調査

試掘調査の結果、明科北保育園改築事業地内では埋蔵文化財が良好に残存しており、この事業にかか

る掘削によって埋蔵文化財への影響が不可避であるため、安曇野市健康福祉部児童保育課と協議を重ね

建築面積にかかる範囲について発掘調査を実施して遺跡の記録保存をはかる方向となった。

本調査は平成２１年（２００９）６月１５日から７月３１日にかけて実施した。調査区には一辺５mのグリッ

ドを設定しており、遺構・遺物の所在については基本的にこのグリッド名を使用している。表土除去に

ついては、試掘調査によって遺構面の深度及び土層が明らかになったため、重機を用いて遺構面直上ま

での造成土・堆積土を除去し、遺構検出を人力で行った。遺構精査は、竪穴建物跡については基本的に

４分割して掘り下げ、それ以外の遺構については２分割して掘り下げを行った。遺物の取り上げは遺構

ごと・グリッドごとに行っているが、必要に応じて出土位置を記録して取り上げたものもある。遺構測

量は業者委託としたが、必要に応じ２０分の１、１０分の１の縮尺で調査員・作業員が現場実測を行ってい

る。記録写真としては主として３５㎜フィルムカメラを使用し、補助的にデジタルカメラを併用した。遺

物整理時の写真撮影は主としてデジタルカメラを使用している。

層序

塩田若宮遺跡（第２次）の基本土層は第２０図に示したとおりである。今回の調査地は学校用地から保

育園用地として使用されてきた経緯があり、表土Ⅰ層は層厚約４０㎝の造成土で現代のコンクリート片な

どが混入している。この下にはⅡ層とした暗褐色砂

質シルトの厚い堆積が確認され、この層の下面で遺

構のプランを確認した。調査区中央付近で土層確認

のため実施した深掘りでは、Ⅱ層の下にⅡ’層とし

た暗褐色砂質シルト層が厚さ約１００㎝堆積している

ことがわかっている。調査前の地表面と河岸段丘下

の潮沢川河床とは５m以上の比高があり、調査地

北側の河川に面した箇所には土留めの擁壁が設置さ

れていた。調査によって、この土留めでⅠ層（造成

土）が支持されていたことが判明し、Ⅱ層は概ね河

床方向に向かって緩やかに下る堆積となっていた。

このⅡ層の堆積状況から、この場所が造成前は緩斜

面であったことがわかる。

Ⅰ １０YR３／３暗褐色砂質シルト

しまり中、粘性中

表土（造成土）。

コンクリート片などを含む。

Ⅱ １０YR３／４暗褐色砂質シルト

しまり中、粘性中

径１～２㎜の小礫をごく少量含む。

Ⅱ層下部で遺構検出。

Ⅱ’１０YR３／４暗褐色砂質シルト

しまり中、粘性中

Ⅱ層下に堆積する無遺物層。

層厚は約１００㎝。

この下層では砂礫層を確認。

Ⅰ

０

－４０

－１００

Ⅱ

Ⅱ’

第２０図 基本土層
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第２１図 調査区全体図（１／３００）
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４ 遺構

今回の調査で確認された遺構は建物跡３棟（うち敷石住居跡１棟）、土坑・ピット、畝状遺構、焼土

がある。確認されたピットは掘立柱建物跡になる可能性を考慮して組み合わせを検討したが、建物跡と

して認識できるものはなかった。焼土は周囲に遺構の掘り込があるか丹念に検出を行ったが、プランが

確認できたものはない。

SB１

C８・C９グリッドに位置する、敷石住居跡と考えられる遺構である。表土除去時に多量の礫及び縄

文土器が出土したため人力による遺構検出に努めたが、明確な平面形を確認することが困難であった。

そこで平面的な調査と同時に土層確認用にサブトレンチを設定して、断面観察の情報も参考にしながら

遺構の輪郭をつかむこととした。SB１の南側は調査区外になり、北側は地中から既設の擁壁と裏込め

の砂層が見つかっている。この擁壁と砂層は構造的に脆弱であり崩落の危険があるため、北側への調査

区拡張はできなかった。したがって SB１の南北の広がりは確認していない。また、西壁は一応の立ち

上がりを確認できたが、東壁はほぼ撹乱の位置と一致しており、僅かに埋土３層が確認できたのみであ

る。したがって平面形は縄文中期後葉から後期前半の敷石住居に多く見られる円形・楕円形あるいは柄

鏡形を呈すると考えられるが不明確である。

埋土は１～３層を確認した。１層は黒褐色砂質シルトでしまりが強く、径５～８㎜の小礫を若干含ん

でいる。この層は遺構中央から壁際近くまでの大部分に堆積しており、本遺構に特徴的な多量の礫及び

焼土ブロック、獣骨と考えられる骨片、少量の炭化物を含んでいる。このうち包含される多量の礫は丸

みをおびた河床礫が主体で、大きさは約２０～３０㎝のものが多かった。２層は西側の壁際に堆積しており、

黄褐色シルトで礫をほとんど含まない。精査当初は遺構外の堆積土の可能性を考えたが、土器・石器を

包含する点、床面にピットが確認できる点から遺構内の堆積層として確認できた。３層は遺構内東側に

堆積する褐色砂礫層で、径１～２㎜の小礫で構成される。洪水などの作用による堆積の可能性が高い。

遺物をほとんど包含しない層である。SB１の掘り込みは明確に確認できていないが、土層観察用ベル

トで観察できた掘り込み面から敷石下端までの高さを計測したところ約２０㎝であった。

床面の敷石は上面が平坦になるよう設置されていた。敷石住居は明科地域の発掘調査のうち、ほうろ

く屋敷遺跡、こや城遺跡、北村遺跡及び塩田若宮遺跡（第１次）で確認されているが、敷石の残存状態

の良好なものは少なく、多くは敷石が数個残っている程度である。その点、SB１の敷石は平面形こそ

不明確なものの比較的残存状態がよいといえる。敷石に使用されている礫は、埋土１層に包含されてい

た礫と同様の河床礫で直近の犀川や潮沢川で採取できると考えられるものである。なお、本遺跡の東方

は筑摩山地で、調査区付近にも第三紀層の露頭が見られるが、SB１で観察できる石質とは明確に異な

る。床面の施設としては１４箇所のピットを検出した。調査範囲が限られていたため、建物跡全体の中で

ピットがどのように配列されるかは明らかではないが、敷石箇所を避けるように壁際付近に掘り込まれ

ているピットの存在も確認できた。炉跡などの火処は確認できなかった。ただし、埋土１中からは数箇

所の焼土ブロックを検出している。

遺物は縄文時代中期後葉から後期初頭の土器（口縁部１，２３０個体、底部２６３個体）と打製石斧を主とし

た石器・石片が多量に出土した。また、敷石除去後に床面を精査したところ、床下から土器２個体が横

位で出土している。
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第２２図 SB１実測図
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SB２

D５グリッドに位置する。埋甕地床炉が検出されたため、これを中心に遺構検出を行ったが明確な掘

り込みなどは確認できなかった。したがって、積極的に建物跡と認定できるものではないが、周囲から

ピット群が検出されており、建物跡であった可能性が考えられる。

検出面では土器縁辺部の東半分に焼土の分布が認められた。この焼土は断面観察でも確認され、厚さ

は約１０㎝に及ぶ。埋設時の掘り方は、断面の観察から土器がほぼ納まる程度の掘削を行っていることが

わかる。なお、土器内の土壌は回収して室内で篩にかけたが微細遺物などは検出していない。

SB３

I４グリッドに位置する。ほぼ円形を呈する竪穴建物跡と考えられるが、西半が調査区外にかかり、さ

らに撹乱が激しかったため、遺構北東部分を全体の４分の１程度しか調査できていない。壁の立ち上が

りは緩やかで約３０㎝を測り、全体としてすり鉢状の窪みとなって残存していた。調査時には床面検出の

ため南北にサブトレンチを設定して土層断面観察を試みたが、湧水によって断面観察は困難であった。

プラン中央付近で焼土・炭化物層の堆積を確認したため炉跡の可能性を念頭に精査を行ったが、炉跡は

確認できていない。埋土からは少量であるが骨片も検出している。

第２３図 SB２実測図
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P５

E５グリッドに位置する土坑で、今回の調査で

唯一の平安時代に属する遺構である。平面形は直

径約６０㎝の円形を呈し、深さは２０㎝ほどであった。

土坑底部には炭化物・礫・土師器が埋設されてお

り、埋土は黒褐色砂質シルトである。炭化物は木

炭で、底部に厚い。ここからは放射性炭素年代測

定用のサンプルを採取して絶対年代の測定を実施

した（後述）。土師器は破損した状態で出土し、完

形に復元できなかった。このことから、埋設時に

は既に破損していたものといえる。

第２４図 SB３実測図

第２５図 P５実測図
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５ 遺物

縄文時代の土器

塩田若宮遺跡（第２次）出土縄文土器について、器形・器種・文様の各分類基準は北村遺跡発掘調査

報告書のⅠ期（加曽利EⅢ式並行期）～Ⅲ期（称名寺式並行期）分類に準じた（長野県埋蔵文化財セン

ター１９９３）。

器形は深鉢形・鉢形・注口深鉢形・両耳壺に分類される。これら４種の器形はさらに口縁部の形態や

文様帯の位置から以下の１２器種に細別した。

文様は、施文手法と文様意匠の組み合わせにより以下の２２類型に細別される。

A１ 口縁が平らで、胴上部がキャリパー形ないし直線的に開く。口辺部に文様帯をもつ。

A２ 口縁が平らで、胴上部がキャリパー形ないし直線的に開く。口辺部に文様帯をもたない。

B１ 口縁が波状で、胴上部がキャリパー形ないし直線的に開く。口辺部に文様帯をもつ。

B２ 口縁が波状で、胴上部がキャリパー形ないし直線的に開く。口辺部に文様帯をもたない。

C１ 口縁に突起が付き、胴上部がキャリパー形ないし直線的に開く。口辺部に文様帯をもつ。

C２ 口縁に突起が付き、胴上部がキャリパー形ないし直線的に開く。口辺部に文様帯をもたない。

D１ 口縁が大波状で、胴上部から口辺部にかけてキャリパー形。有孔橋状突帯をもつ。

D２ 口縁が大波状で、胴上部から口辺部にかけてキャリパー形。有孔橋状突帯をもたない。

E１ 口縁は平らで、胴下部から胴中部に向けて直線的に開く。胴上部に至って内曲する。

E２ 口縁は平らで、胴下部から胴中部に向けて直線的に開く。口縁に向けて直線的に開く。

F 口縁は平らで口辺部がやや内湾するが胴下部から上部にむけて直線的に開く。

G 口縁は平らで、胴が張り口辺部が外折する。

H 胴が張り、口縁に向けて内湾する。口径に比して器高が同じか小さい。

I 胴部が張り、口辺部には一対の橋状把手をもつ。注口は把手の下に付く。

J 縁は平らで胴部が張る。一対の環状把手が付く。

１a 口辺部に横位連結渦巻文を配し、渦巻間に楕円区画文をもつ。胴部は沈線により縦に分割さ

れる。口辺部の区画内や胴部に縄文が充填される。

１b 口辺部に横位連結渦巻文を配し、渦巻間に楕円区画文をもつ。胴部は沈線により縦に分割さ

れる。口辺部の区画内や胴部に綾杉文が施文される。

２ 口辺部に渦巻文と楕円区画文を交互に配する。胴部は沈線により縦に分割される。

３a 口辺部に渦巻文が配され、これを繋ぐ隆線が口辺部と胴部の文様帯を分割している。胴部に

縄文が施される。

３b 口辺部に渦巻文が配され、これを繋ぐ隆線が口辺部と胴部の文様帯を分割している。胴部に

綾杉文が施される。

４ 口辺部に楕円区画文を並べる。胴部は沈線により縦に分割される。

５ 口辺部と胴部の文様帯を分割する隆線が角状突起に連結している。口辺部には渦巻文などを

配し、胴部は逆「U」字の沈線で区画した上、区画内に縄文を充填している。

６ 口辺部と胴部の文様帯を２条の隆線で分割し、隆線間に刺突を並べる。胴部は多条の沈線で

縦に分割した上、縄文を充填している。
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今回の調査で量・質共に特筆すべきは SB１出土土器である。SB１からは口縁部破片で１，２３０個体、底

部破片で２６３個体を数える量の土器が出土している。第２８図５及び第３１図２が敷石撤去後に床下から出

土した土器で、これらから本遺構の時期は『長野県史』の時代区分に準じ縄文中期後葉Ⅳ期と考えられ

る（長野県編１９８８）。北村遺跡 SB５７２から第２８図５に比較しうる埋甕が得られており、北村遺跡第Ⅰ期

（加曽利EⅢ式並行期）に比定されている（長野県埋蔵文化財センター１９９３）。

SB１出土土器全体を総見すると、この段階に後続する資料もある程度含まれており、比較資料とし

て山形村三夜塚遺跡 SK０９９（山形村教育委員会２００２）や松本市一ツ家遺跡土坑１４２５（松本市教育委員

会１９９７）、安曇野市こや城遺跡第１～３号住居（明科町教育委員会１９７９）、北村遺跡 SB５６０、SB５８０（長

野県埋蔵文化財センター１９９３）などが挙げられる。また、縄文中期後半から後期初頭にかけて特徴的な

釣手付深鉢の釣手部分も複数出土したため、抽出して資料化した（第３３図１）。釣手付深鉢は大町市一

津遺跡A地区で完形品の出土がある（大町市教育委員会１９９０）。後期前半とされたこの資料には炭化物

の付着が認められたため煮沸具と考えられている。

７a 口辺部に文様はなく、胴部を逆「U」字の沈線で縦に区画し、縄文を充填する。

７b 口辺部に文様はなく、胴部を逆「U」字の沈線で縦に区画し、綾杉文を施文する。

８a 胴部の逆「U」字が縦区画の意味を喪失しているもの。逆「U」字が二重の沈線で描かれ、沈

線間または外に縄文が充填される。

８b 胴部の逆「U」字が縦区画の意味を喪失しているもの。逆「U」字が繊細な沈線になり、地

文がほとんどみられない。

９a 胴部のくびれ付近で文様意匠が変化している。上部と下部の組み合わせが、「U」字と逆

「U」字からなる。

９b 胴部のくびれ付近で文様意匠が変化している。下部の逆「U」字が上部の「U」字間に貫入

している。

９c 胴部のくびれ付近で文様意匠が変化している。上部と下部の組み合わせが、楕円と逆「U」

字からなる。

９d 胴部のくびれ付近で文様意匠が変化している。上部と下部の組み合わせが、横「S」字ある

いは大柄な「J」字と逆「U」字からなる。

１０ 口辺部を巡る一条の線から胴部に直線を垂下させ縦に分割している。隆線を用いる場合と、

沈線を用いるものがある。いずれも胴部には縄文を充填している。

１１ 口辺部に有孔橋状突帯文をもつ。胴部は楕円・三角・四角文で区画され、縄文が施される場

合が多い。

１２ 胴部に大柄な渦巻文を描き、綾杉文を充填している。

１３ 口辺部から胴部に沈線で並走する直・曲線を描いているもの。沈線間に縄文・刺突文をもつ

ものの他、無文の場合がある。

１４ 胴部の縦長に向き合う弧線間に振幅の細かい蛇行懸垂を施している。沈線は太くて深い。

１５ 口辺部に平行する沈線を横走させて、その間に斜線や波線などを配する。胴部は条が縦方向

に走るよう縄文を施したものが多い。

１６ 胴部に文様意匠がない。無文のものの他、縄文・撚糸文・綾杉文または雨垂状の短沈線文・

刺突文などがみられる。
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第２６図 縄文時代の土器１
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第２７図 縄文時代の土器２
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第２８図 縄文時代の土器３

第２章 塩田若宮遺跡（第２次）

－ 26 －



1

2

3

4

10cm0

第２９図 縄文時代の土器４
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第３０図 縄文時代の土器５
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第３１図 縄文時代の土器６
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第３２図 縄文時代の土器７
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第３３図 縄文時代の土器８
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第３４図 縄文時代の土器９
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第３５図 縄文時代の土器１０
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第３６図 縄文時代の土器１１
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第３７図 縄文時代の土器１２
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第３８図 縄文時代の土器１３
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第３９図 縄文時代の土器１４
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土製品

塩田若宮遺跡（第２次）発掘調査で出土した土製品として、土製円板５点を資料化した（第４０図６～

１０）。このうち２点は沈線表現のある土器胴部の転用と考えられる。今回の発掘調査では、この他に明

らかに土製品と認められた遺物は出土していない。

明科光の北村遺跡では土製品のうち土偶・小型土器が主体を占めておりこのほかに錘・蓋・匙・玉・

耳飾・土製円板（土器片円板）がある（長野県埋蔵文化財センター１９９３）。このうち土偶は１００点、小型

土器は８０点、土製円板（土器片円板）は２９３点出土している。これに対し、塩田若宮遺跡では、第１次

発掘調査において縄文時代後期前葉に比定される６号住から土偶頭部及び土偶脚部が出土したのみで、

これ以外に目立った土製品は現在までに確認されていない。土偶や小型土器などの保有について、北村

遺跡と塩田若宮遺跡との差は明瞭といえる。土偶や小型土器の保有に関して集落単位の差異の有無が検

討される材料となろう。

第４０図 縄文時代の土器１５、土製品
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塩田若宮遺跡（２次）出土石器の総数は９８０点を数える。このうち縄文時代に典型的と考えられる器

種及び二次加工・肉眼での使用痕跡が認められる資料は１２４点であり、ここから４４点を抽出して資料化

した。器種別内訳は、石鏃１５点、石錐３点、削器５点、石匙１点、楔形石器２点、U・F（使用痕剥片）

１点、R・F（加工痕剥片）２点、打製石斧８３点、磨製石斧５点、磨石２点、凹石１点、蜂の巣石１点、

台石２点、不明石製品１点である。当該期の石器のほとんどを網羅しているが、打製石斧が多量に出土

しているのに比べ、磨石や凹石はそれぞれ２点、１点と少なく、定型的な石皿に至っては１点も出土し

ていないことが注意される。

全体を通した使用石材の構成は、頁岩２２点、玄武岩６点、ホルンフェルス２２点、安山岩１８点、輝石安

山岩３点、チャート２０点、黒曜石２点、輝緑岩２点、凝灰岩１０点、砂岩８点、�岩１点、流紋岩２点、

半花崗岩（アプライト）１点の１３種類にのぼり、その中でも頁岩、ホルンフェルス、安山岩、チャート

の使用頻度が高い。残る１点は不明である。

石鏃 １５点中、チャート製が１２点、黒曜石製が２点、不明１点を数える。形態的には凸基無茎鏃と

凹基無茎鏃の二つがみられるが、前者は後者に比べて大形の作りである。

石錐 ３点と少ない。いずれもチャート製である。

削器 ５点出土した。頁岩製１点、チャート製３点、凝灰岩製１点である。頁岩製の１点は薄く短

い小突起を作出しており、石錐の可能性も残される。

石匙 わずか１点の出土である。頁岩製であり、一見石斧状を呈する。

楔形石器 チャート製１点、不明１点である。

使用痕剥片（U・F） 凝灰岩製１点である。横打ち剥片素材を使用している。

加工痕剥片（R・F） 頁岩製１点、チャート製１点が出土している。

打製石斧 ８３点中、頁岩製１８点、玄武岩製６点、ホルンフェルス製２２点、安山岩製１５点、輝石安山

岩製２点、輝緑岩性１点、凝灰岩製８点、砂岩製４点、�岩製１点、流紋岩製２点、不明４点を

数える。頁岩、ホルンフェルス、安山岩の使用頻度が高い。形態的な構成の明らかなものは短冊

形５６点、撥形１２点、分銅形１点であり、短冊形石斧の多さと分銅形石斧の少なさが際立つ。

磨製石斧 頁岩製１点、安山岩製１点、輝緑安山岩製１点、輝緑岩製１点、不明１点であり、使用

石材が特定のものに集中する傾向は認められない。両刃のものと小型片刃のものがみられる。

磨石 砂岩製１点、半花崗岩製１点を数える。８３点という打製石斧の出土数に比べると、その少な

さが目立つ。

凹石 砂岩製１点のみの出土である。磨石同様、その少なさが目立つ。

蜂の巣石 安山岩製１点のみの出土である。両面に複数の凹みと研磨痕を有しており、多様な用途

が考えられる。

台石 安山岩製１点、砂岩製１点が出土している。表面を中心に良好な研磨痕を残しており、砂岩

製台石の両面には一ヶ所ずつ凹みもみられる。
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第４１図 出土石器１
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第４２図 出土石器２
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第４３図 出土石器３
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第４４図 出土石器４
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縄文時代に典型的とされる器種等１２４点のうち、遺構内から出土した石器は SB１から１１２点、SB２か

ら１点、SB３から２点を数える。SB２、SB３出土の石器は、すべて打製石斧である。多数の石器が確

認された SB１出土の石器の内訳は、石鏃１１点、石錐２点、削器５点、石匙１点、楔形石器２点、U・F

（使用痕剥片）１点、R・F（加工痕剥片）２点、打製石斧７９点、磨製石斧４点、磨石２点、凹石１点、

蜂の巣石１点、不明石製品１点である。石皿や台石などが含まれていないことを除けば、縄文時代の石

器のほとんどすべてが SB１から出土しているといえるが、注目すべきはその点数であり、抽出した石

器のうち１１２点という数は通常の住居内出土例のそれを遥かに凌駕していることが注意される。とりわ

け注目されるのが７９点という打製石斧の存在であり、これほど多量の石斧が１軒の住居にもともと付属

するものであったと考えることは難しい。近年、上松町漆脇遺跡では縄文早～晩期にかけてであるが１０５

点（石器全１１７点中９０％）という集中的な出土例が報告されている（上松町教育委員会２００８）。

SB１を敷石住居と捉えた場合、以上の多量の石器群は本遺構を舞台にした何らかの祭儀に伴うもの

であったと考えることもできる。同時期の敷石住居の例では、その廃棄にあたって多量の石器を住居内

に意図的に配置したものが認められており、その可能性は高いということができる。逆に本遺構から確

認される多量の礫の多くが浮いた状態にあった場合には、いわゆる捨て場との関係も想定される。

第４５図 出土石器５
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平安時代の土器

塩田若宮遺跡（第２次）では P５から平安時代の土器が礫・炭化物とともに出土している。これらは

いずれも平安時代に比定され、一括資料として取り扱った。P５出土土器はいずれも破片資料で完形に

復元されたものはなかった。１は土師器坏Aで口径１１．５㎝、底径４．６㎝、器高３．０㎝を測る。底部には

回転糸切り痕が観察された。２は黒色土器Aで法量は１の土器とほぼ同じである。１に比べ器壁がや

や湾曲してふくらみを持つ点が特徴で、内面黒色処理は脱色していた。３・４は小甕・甕としたもので、

いずれも胴上部しか残存していない。

図示できなかった P５出土遺物には、外面ハケメ調整痕がある土師器甕胴部、底部に回転糸切り痕を

有する土師器坏などの小破片が多く確認され、P５出土土器全体の重量は１．２７㎏であった。

今回の調査で確認された平安時代の遺構はここに示した P５のみであるが、遺構外からは須恵器、土

師器、灰釉陶器の小破片が多数出土している。また、平成２０年（２００８）に実施した保育園仮園舎建設に

伴う試掘調査でも地表下約９０㎝の深度で砂質シルト層に掘り込みを確認している（安曇野市教育委員会

２０１０）。ここからは底部に回転糸切り痕をもつ土師器坏が出土した。明北小学校体育館建設の際に実施

された塩田若宮遺跡（第１次）発掘調査でも、方形のプランで隅にカマドを持つ竪穴建物跡（１号住）

が見つかっており、ここからは遺物出土がないものの当該期の可能性は高い。これらの周辺状況から、

今回調査区の周囲に平安時代の集落跡が存在する可能性が高いと考えられる。

第４６図 平安時代の土器
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６ 自然科学分析

塩田若宮遺跡（第２次）では、SB１及び P５から木炭及び土器付着炭化物を採集し、自然科学的手

法によって放射性炭素年代測定（AMS測定）、樹種の同定を実施した。業務は（株）加速器分析研究所

に委託し、放射性炭素年代測定（AMS測定）を（株）加速器分析研究所、樹種同定をパリノ・サーヴェ

イ株式会社が実施した。以下は提出された分析報告である。

塩田若宮遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

１ 測定対象試料

塩田若宮遺跡は、長野県安曇野市明科東川手８６７番１（北緯３６°

２１′５８″、東経１３７°５５′５９″）に所在する。測定対象試料は、SB１出

土 木 炭（NO．１：IAAA―９１９０１、NO．２：IAAA―９１９０２）、P５出

土木 炭（NO．３：IAAA－９１９０３、NO．４：IAAA―９１９０４）、SB１

出土土器付着炭化物（NO．５：IAAA―９１９０５）、合計５点である。

２ 測定の意義

SB１出土試料の測定では、住居の年代と住居内礫群の廃棄年代、出土した土器の使用年代を確かめ

る。P５出土試料の測定では、遺構の年代を明らかにする。これらの測定により、遺跡の存続年代を確

認する。

３ 化学処理工程

� メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

� 酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA : Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。最

初の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈

する。アルカリ処理では１Nの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理する。なお、

AAA処理において、アルカリ濃度が１N未満の場合、表中にAaAと記載する。その後、超純水で

中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理した後、超純水

で中性になるまで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

� 試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱する。

� 液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO２）を精製

する。

� 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製す

る。

� グラファイトを内径１㎜のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

第４７図 年代測定資料（NO．５）
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４ 測定方法

測定機器は、３MVタンデム加速器をベースとした１４C-AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH―２）を

使用する。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

� 年代値の算出には、Libby の半減期（５５６８年）を使用する（Stuiver and Polach 1977）。

� １４C 年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、１９５０

年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。この値は、δ１３C によって補正された値である。１４C年

代と誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試

料の１４C年代がその誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� δ１３C は、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位体

比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計あるいは加速器

を用いる。加速器により１３C／１２C を測定した場合には表中に（AMS）と注記する。

� pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

� 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する較正

曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表

示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない１４C年代値である。なお、

較正曲線及び較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっ

ても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここ

では、暦年較正年代の計算に、IntCal０４データベース（Reimer et al 2004）を用い、OxCalv４．１較正

プログラム（Bronk Ramsey 1995 Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger

2001）を使用した。

６ 測定結果

SB１出土試料の１４C年代は、木炭NO．１が４０８０±４０yrBP、木炭NO．２が３９９０±３０yrBP、土器付着炭

化物NO．５が４０７０±３０yrBP である。いずれも縄文時代中期末から後期初頭頃に相当する年代値で、特

にNO．１とNO．５は誤差（±１σ）の範囲で重なり合い、近い年代であることを示している。

P５出 土 木 炭 の１４C年 代 は、NO．３が１２３０±３０yrBP、NO．４が１２００±３０yrBP で あ る。NO．３と

NO．４も誤差（±１σ）の範囲で重なり合い、近い年代と考えられる。暦年較正年代で見ると、１σ、２

σともおおよそ８世紀から９世紀頃の範囲で示される。ただし、較正曲線の波形が単純な右下がりにな

らないために、NO．３とNO．４の間で暦年代範囲の上限や下限、確率分布のあり方に違いが見られる。

炭素含有率はすべて５０％を超えており、化学処理、測定上の問題は認められない。
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第３表 放射性炭素年代測定結果

測定番号 試料名 採取場所
試料

形態

処理

方法

δ１３C（‰）
（AMS）

δ１３C 補正あり

Libby Age

（yrBP）
pMC（％）

IAAA―９１９０１ NO．１ 遺構：SB１ 木炭 AAA －２４．８６±０．５８ ４，０８０±４０ ６０．１６±０．２６

IAAA―９１９０２ NO．２ 遺構：SB１ 層位：覆土１ 木炭 AAA －２５．４６±０．５５ ３，９９０±３０ ６０．８４±０．２５

IAAA―９１９０３ NO．３ 遺構：P５ 層位：覆土１ 木炭 AAA －２６．４０±０．４５ １，２３０±３０ ８５．７９±０．３３

IAAA―９１９０４ NO．４ 遺構：P５ 層位：覆土１ 木炭 AAA －２６．２９±０．３１ １，２００±３０ ８６．１０±０．３３

IAAA―９１９０５ NO．５ 遺構：SB１ 炭化物 AaA －２５．６２±０．４３ ４，０７０±３０ ６０．２６±０．２５

［＃３２８２］

第４表 放射性炭素年代測定結果（参考値）

測定番号
δ１３C 補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA―９１９０１ ４，０８０±３０ ６０．１７±０．２５ ４，０８２±３４

２８３６BC～２８１６BC（１０．７％）

２６７１BC～２５７２BC（５４．７％）

２５１２BC～２５０４BC（２．９％）

２８６１BC～２８０８BC（１７．１％）

２７５６BC～２７１９BC（６．２％）

２７０５BC～２５６２BC（６３．２％）

２５３６BC～２４９２BC（８．８％）

IAAA―９１９０２ ４，０００±３０ ６０．７８±０．２４ ３，９９２±３２
２５６６BC～２５２４BC（４３．６％）

２４９７BC～２４７４BC（２４．６％）
２５８０BC～２４６２BC（９５．４％）

IAAA―９１９０３ １，２５０±３０ ８５．５４±０．３２ １，２３１±３０

７１２AD～７４６AD（２１．０％）

７６７AD～８２７AD（３４．８％）

８４０AD～８６４AD（１２．４％）

６８９AD～７５３AD（３２．４％）

７６１AD～８８１AD（６３．０％）

IAAA―９１９０４ １，２２０±３０ ８５．８７±０．３２ １，２０２±３０ ７８０AD～８７０AD（６８．２％）

７０９AD～７４７AD（７．４％）

７６６AD～８９５AD（８７．１％）

９２７AD～９３５AD（０．８％）

IAAA―９１９０５ ４，０８０±３０ ６０．１８±０．２５ ４，０６９±３４

２８３４BC～２８１８BC（７．９％）

２６６４BC～２６４７BC（６．３％）

２６３７BC～２５６７BC（４３．５％）

２５２１BC～２４９８BC（１０．６％）

２８５５BC～２８１２BC（１２．７％）

２７４７BC～２７２５BC（２．８％）

２６９８BC～２５４８BC（６３．１％）

２５４０BC～２４８９BC（１６．８％）

［参考値］
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第４８図 暦年較正年代グラフ
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安曇野市塩田若宮遺跡出土炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

安曇野市塩田若宮遺跡は犀川右岸に位置し、縄文時代の竪穴住居跡、平安時代のピット等の遺構が検

出されている。今回の分析調査では、各遺構から出土した炭化材の樹種を明らかにするために、樹種同

定を実施する。

１ 試料

試料は、SB１から出土した炭化材２点（試料番号１、２）と P―５から出土した炭化材２点（試料番

号３、４）の合計４点である。

２ 分析方法

試料を自然乾燥させた後、木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を

作製し、実体顕微鏡及び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標

本及び独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（１９８２）及びWheeler 他（１９９８）を参考にする。また、

日本産木材の組織配列については、林（１９９１）や伊東（１９９５、１９９６、１９９７、１９９８、１９９９）を参考にする。

３ 結果

樹種同定結果を第５表に示す。炭化材は、

落葉広葉樹２分類群（クリ・カツラ）に同

定された。なお、試料番号４は、道管が認

められることから広葉樹であるが、微細片

で保存状態が悪いため、種類は不明である。

また、小片で保存状態が悪いために同定は

できなかったが、試料番号３には明らかに

クリとは組織が異なる広葉樹材も認められた。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は３－４列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、１－２列、１－１５細胞高。

試料番号２は、細片で早材部を欠いており、組織がよく似たコナラ節の可能性もあるため、クリ近似

種としている。

第５表 樹種同定結果

番号 遺構 層位 時期 樹種

１ SB１ カツラ

２ SB１ 覆土１ 縄文中期末葉～後期初頭 クリ近似種

３ P５ 覆土１ 平安時代
クリ

広葉樹

４ P５ 覆土１ 平安時代 広葉樹
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・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.） カツラ科カツラ属

散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。

道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性、１－２細胞幅、１－３０細胞高。

４ 考察

SB１から出土した炭化材のうち、試料番号１は遺構確認面から約２０㎝下の礫群の礫間から採取され

ており、礫群に伴う炭化材と考えられている。礫群から出土し、火を受けていることから、燃料材など

として利用された可能性がある。この炭化材は、落葉広葉樹のカツラに同定された。カツラは、谷沿い

等に生育し、木材は木理が通直で割裂性が高く、加工は容易である。カツラは、現在の本地域でも山中

で普通にみられる樹木であり、遺跡周辺で入手できる木材を利用したことが推定される。

試料番号２は、遺構確認面より約２０㎝下の縄文時代中期末葉～後期初頭と考えられる土器の下から出

土している。炭化していることから、何らかの人間活動に伴い、火を受けていることが推定される。炭

化材は、落葉広葉樹のクリ近似種に同定された。クリは、重硬で強度・耐朽性が高い材質を有している。

クリに似た組織を有するコナラ節は、重硬で強度が高い材質を有している。この結果から、強度の高い

木材を利用した可能性がある。

安曇野市内では、北村遺跡（旧明科町）の縄文時代後期とされる住居跡から出土した炭化材にクリが

多い結果が得られている（鈴木・能城１９９３）。また周辺地域では、荒海渡遺跡（旧梓川村）の縄文時代

中期とされる住居内から出土した炭化材にクリが多い結果が得られている（森１９７８）。さらに、熊久保

遺跡（朝日村）の縄文時代中期とされる住居跡出土炭化材２０点、塩倉池遺跡（松本市）の縄文時代中期

とされる住居跡出土炭化材２点、下原遺跡の縄文時代中期後葉とされる住居跡出土炭化材２点も全てク

リに同定されており、縄文時代中期～後期の本地域では住居においてクリが多用されていたことが推定

される（パリノ・サーヴェイ株式会社２００３、２００５、２００９）。今回の結果は、これまでの調査事例とも調

和的である。

P―５から出土した炭化材２点（試料番号３、４）は、いずれも平安時代と考えられる土器の間から採

取されている。試料番号３はクリと広葉樹、試料番号４は広葉樹であった。試料番号３の広葉樹は、保

存状態が悪いが、観察できた組織の特徴からクリとは異なる種類であり、少なくともクリを含む２種類

の木材が利用されていたことが推定される。

なお、周辺地域では、舅屋敷遺跡（塩尻市）、北方遺跡・南中遺跡・竹渕南原遺跡（松本市）、来見原

遺跡（大町市）等で平安時代の遺構出土材について樹種同定が行われている（小林１９８２；森１９８８；神沢

１９８５；パリノ・サーヴェイ株式会社２０００）。クリは、住居跡出土炭化材を利用が確認でき、コナラ節、キ

ハダ、オニグルミ等と共に利用されていたことが推定される。

第２章 塩田若宮遺跡（第２次）

－ 51 －



引用文献

林 昭三 １９９１ 日本産木材 顕微鏡写真集 京都大学木質科学研究所

伊東隆夫 １９９５ 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ 木材研究・資料 ３１ 京都大学木質科学研究所 ８１－

１８１

伊東隆夫 １９９６ 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅱ 木材研究・資料 ３２ 京都大学木質科学研究所 ６６－

１７６

伊東隆夫 １９９７ 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅲ 木材研究・資料 ３３ 京都大学木質科学研究所 ８３－

２０１

伊東隆夫 １９９８ 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ 木材研究・資料 ３４ 京都大学木質科学研究所 ３０－

１６６

伊東隆夫 １９９９ 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅴ 木材研究・資料 ３５ 京都大学木質科学研究所 ４７－

２１６

神沢昌二郎 １９８５ 出土炭化物および木片について「松本市島内遺跡群 北方遺跡・南中遺跡―緊急発掘調査

報告書―」松本市文化財調査報告書No．３６ 長野県中信土地改良事務所・松本市教育委員会 ３９

小林康男 １９８２ 火災住居検出の炭化材「舅屋敷 長野県塩尻市舅屋敷遺跡発掘調査報告書」舅屋敷遺跡発掘

調査団・塩尻市教育委員会 １５７

森 義直 １９７８ 残存動植物について「長野県南安曇郡梓川村 荒海渡遺跡調査報告書」長野県南安曇郡梓川

村教育委員会 １９９－２０２

森 義直 １９８８ 炭化物（炭化材）について「長野県大町市埋蔵文化財包蔵地緊急発掘調査報告書 来見原遺

跡Ⅱ」大町市埋蔵文化財調査報告書第１４集 大町市教育委員会 １１８

パリノ・サーヴェイ株式会社 ２０００ 竹渕南原遺跡の自然科学分析「竹渕南原遺跡Ⅱ」松本市文化財調査報告

No．１４４ 松本市教育委員会 ４２－４３

パリノ・サーヴェイ株式会社 ２００３ 熊久保遺跡出土炭化材の年代と樹種「熊久保遺跡第１０次発掘調査報告書

―松本平西山山麓における縄文時代中期の集落址―」朝日村文化財調査報告書第１集 長野県東筑摩郡朝日

村教育委員会 ２５９－２６２

パリノ・サーヴェイ株式会社 ２００５ 塩倉池遺跡の自然科学分析「塩倉池遺跡Ⅳ・塚山古墳群」松本市文化財

調査報告No．１７８ 松本市教育委員会 ２２－２３

パリノ・サーヴェイ株式会社 ２００９ 三夜塚遺跡・下原遺跡出土炭化物の自然科学分析調査「下原遺跡・三夜

塚遺跡Ⅳ―県営畑地帯総合整備事業竹田原地区に伴う緊急発掘調査報告書―」山形村遺跡発掘調査報告書第

１５集 山形村教育委員会 １００－１０５

島地 謙・伊東 隆夫 １９８２ 図説木材組織 地球社 １７６p

鈴木三男・能城 修一 １９９３ 長野県北村遺跡出土炭化材の樹種「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報

告書１１―明科町内―北村遺跡 本文編」（財）長野県埋蔵文化財センター発掘調査報告書１４ 日本道路公団名

古屋建設局・長野県教育委員会・財団法人長野県埋蔵文化財センター １６７－１６８

Wheeler E. A., Bass P. and Gasson P. E.（編）１９９８ 広葉樹材の識別 IAWAによる光学顕微鏡的特徴リスト

伊東隆夫・藤井智之・佐伯 浩（日本語版監修） 海青社 １２２p［Wheeler E. A., Bass P. and Gasson P. E.

(1989) IAWA List of Microscopic Features for Hardwood Identification ］

第２章 塩田若宮遺跡（第２次）

－ 52 －



第４９図 炭化材
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７ 調査の総括

SB１における礫・敷石の分布

今回の発掘調査でもっとも注目されるのは SB１で確認された敷石住居である。SB１精査当初は、こ

の遺構の性格を敷石住居と配石遺構の両面から探ったため、床面上に敷石が敷設されているかを記録と

して残す目的で、礫の座標を測定した。埋土中で不安定であったり、土器などの遺物の上に乗っていた

りする礫は原位置を保っていないと考え「礫（●）」として記録した。これに対し、水平面を上面にし

て安定して設置されておりかつ上面が周囲とそろっている礫を「敷石（▲）」として記録した。位置は、

礫上面中央で測定している。これらの平面・垂直分布を第５０図に示した。平面分布からは一見して遺構

内南側に礫の密度が濃厚であることが見て取れる。B-B’断面で見られる垂直分布では南側から敷石の

上方に覆いかぶさるような礫の分布が見える。SB１の地形は潮沢川に臨む北向きの緩斜面であり、こ

こに示した礫・敷石の分布からは斜面上方である南側から敷石上に礫が廃棄される形で土器や石器とと

もに堆積することで SB１上層が形成されたと考えられる。このとき同時に焼土・骨片なども混入して

いる。堆積にかかる絶対的な時間は不明確であるものの、出土遺物は資料としての一括性を有すると考

えられる。

第５０図 SB１礫・敷石分布図
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安曇野市内の敷石住居

塩田若宮遺跡が所在する安曇野市明科地域は、下流で信濃川となって日本海に注ぐ犀川とその支流が

形成した渓谷から構成されるという地形的特徴を有し、犀川河岸段丘上にあって小河川に近い場所に縄

文時代の遺跡が複数確認されている。また、安曇野市全体では西側に北アルプスの山々がそびえ、その

山麓には縄文時代の遺跡が多数確認されている。このような立地にあって、発掘調査が実施され縄文中

期後葉から後期前葉にかけての敷石住居や配石遺構が見つかっている主な遺跡には、離山遺跡（穂高牧）、

他谷遺跡（穂高牧）、五反田遺跡（三郷小倉）、ほうろく屋敷遺跡（明科南陸郷）、北村遺跡（明科光）、

こや城遺跡（明科中川手）、井刈遺跡（松本市四賀）がある。このうち井刈遺跡の例は配石遺構である

が、報告によると会田川の河床礫と考えられる礫を多量に使用している点、石組みの中に木炭と焼骨が

認められるなど塩田若宮遺跡（第２次）SB１（以下「SB１」とする）と類似の性格を持つ（大場他１９６３）。

発掘調査によって確認され報告されている安曇野市内の敷石住居を第６表に示した。この表で縄文中

期後葉から後期前葉にかけて多くの敷石住居が確認されていることがわかる。遺跡自体の立地や規模に

大きく影響されると考えられるが、それぞれの遺跡で複数の敷石住居が確認されている。

北村遺跡では発掘調査によって多くの縄文人骨が確認されており、このとき２９軒の敷石住居も見つ

かっている（長野県埋蔵文化財センター１９９３）。平面形の内訳は、柄鏡形２６、円形２、その他１で柄鏡

形が卓越している。北村遺跡のもつ時間幅は調査報告によると加曽利EⅢ式並行期から加曽利B１式並

行期となっているが、柄鏡形敷石住居は加曽利EⅣ式並行期から堀之内２式並行期で各７軒と多く確認

されている。今回調査した SB１は出土土器から後期後葉Ⅳ期（長野県編１９８８）と考えられるので、時

間的には北村遺跡の敷石住居盛行期に収まる形といえよう。

遺跡立地の点で類似するのは、こや城遺跡である。こや城遺跡は塩田若宮遺跡の南約１㎞に位置し、

筑摩山地を開析して犀川に注ぐ会田川左岸に所在する。この遺跡からは縄文中期後半から末と考えられ

る敷石住居４軒が発掘調査で確認された（明科町教育委員会１９７９）。このうち１号住と３号住は埋甕を

もち SB１と類似する。また、４号住敷石上層は竪穴掘り込みとほぼ同じ範囲に人頭大から拳大の石が

投げ込まれたような状態で３０～４０㎝ほどの厚さに堆積しており、この堆積中からは多量の土器、石器、

シカの骨片が検出されている。特に打製石斧が２８点と多出した点は特徴的である。この４号住敷石上層

の集積は SB１の埋土と類似しており、遺跡形成過程における共通性が想定される。

第６表 安曇野市内の敷石住居

遺 跡 名 遺跡
NO 所在 遺構名 時期※ 掘り

込み 平面形 直径（m） 炉 形 態 備 考

離山遺跡 ２―１９ 穂高牧 第３号住居 後期前半 ？ 円形 ６．４ 円形、楕円形の
２か所

離山遺跡 ２―１９ 穂高牧 敷石遺構 堀之内 ？ （円形） ７．０～８．０ 未確認

他谷遺跡 ２―２７ 穂高牧 SB２６ 中期後葉Ⅳ ？ （円形） （２．８） 正方形石囲い炉

他谷遺跡 ２―２７ 穂高牧 SB３７ 中期後葉Ⅳ ？ 不明 － 方形石囲い炉

他谷遺跡 ２―２７ 穂高牧 SB３８ 中期後葉Ⅳ ？ （円形） （３．３） 方形石囲い炉

他谷遺跡 ２―２７ 穂高牧 SB４２ 中期後葉Ⅳ ？ 不明 － 未確認

他谷遺跡 ２―２７ 穂高牧 SB４３ 中期後葉Ⅳ ？ 不明 － 未確認

他谷遺跡 ２―２７ 穂高牧 SB４６ 中期後葉Ⅳ ？ 不明 － 未確認
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遺 跡 名 遺跡
NO 所在 遺構名 時期※ 掘り

込み 平面形 直径（m） 炉 形 態 備 考

五反田遺跡 ３―５３ 三郷小倉 第１号住居址 中期後葉Ⅳ ？ （柄鏡形） ３．０ 未確認

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石１号住 曽利Ⅴ ？ 不明 （４．０） 方形石囲い炉、
土器有り

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石２号住 曽利Ⅴ ？ 不明 （４．０） 方形石囲い炉

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石３号住 曽利Ⅴ ？ （円形） （５．０） 方形石囲い炉

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石４号住 曽利Ⅴ ？ 不明 （５．０） 方形石囲い炉

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石５号住 堀之内 ？ 柄鏡形 ５．８ 方形石囲い炉

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石６号住 堀之内 ？ 不明 － 未確認

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石７号住 堀之内 ？ 柄鏡形 ４．０ 方形石囲い炉

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石９号住 曽利Ⅲ ？ 不明 － 方形石囲い炉

ほうろく屋敷遺跡（第１次） ５―１０１ 明科南陸郷 敷石１０号住 後期前半？ ？ 不明 （４．０） 未確認

宮ノ前遺跡 ５―２０５ 明科七貴 － 中期後葉 ？ 方形？ （２．５） 方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB１０１ Ⅴ 有り 柄鏡形 ４．６ 長方形石囲い
炉、土器有り

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB１０２ Ⅳ ？ 柄鏡形 （７．０） 円形、土器有り

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB１０３ Ⅲ 有り （柄鏡形） ５．５ 円形

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB１０８ Ⅳ ？ （柄鏡形） （７．６） 卵形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB１１０ Ⅲ 有り （柄鏡形） ４．７ 未確認

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB１１１ ？ ？ 柄鏡形 － 未確認

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５１A Ⅱ ？ 柄鏡形 （４．９） 不整形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５２ Ⅴ ？ 柄鏡形 （３．８） 破壊

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５３A Ⅵ 有り 柄鏡形 ６．１ 円形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５４ Ⅳ ？ 柄鏡形 － 未確認

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５５A Ⅵ 有り 柄鏡形 ６．０ 方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５７ Ⅳ ？ 柄鏡形 （５．２） 方形

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５８ Ⅴ ？ 柄鏡形 （５．５） 方形

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５５９ Ⅴ ？ 柄鏡形 （５．６） 不整形

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６０ Ⅱ ？ 柄鏡形 （４．０） 長方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６１ Ⅴ ？ 柄鏡形 （５．０） 長方形石囲い
炉、土器有り

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６２ Ⅲ 有り （柄鏡形） ６．７ 方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６４ ？ ？ 柄鏡形 （４．７） 方形

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６６ Ⅴ 有り 柄鏡形 ６．４ 方形

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６７ Ⅲ ？ 柄鏡形 （４．６） 方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５６８ Ⅲ ？ （円形） （４．０） 方形石囲い炉、
墓に転用

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５７０A Ⅴ 有り 柄鏡形 ４．０ 長方形石囲い
炉、土器有り

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５７７ Ⅵ 有り 柄鏡形 － 未確認

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５７８ Ⅳ ？ （柄鏡形） （５．３） 破壊

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５８１ Ⅲ ？ 柄鏡形 （３．３） 方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５８２ Ⅳ 有り （円形） ６．６ 破壊

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５９４ Ⅵ 有り （柄鏡形） ５．２ 方形石囲い炉、
土器有り

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５９５ Ⅲ 有り （柄鏡形） ２．８ 方形石囲い炉

北村遺跡 ５―３０１ 明科光 SB５９８ Ⅳ 有り 不明 ３．６ 未確認

こや城遺跡 ５―４１５ 明科中川手 １号住 中期後半～末 ？ 不明 ３．０～３．５ 方形石囲い炉

こや城遺跡 ５―４１５ 明科中川手 ２号住 中期後半～末 ？ 不明 ２．０～２．５ 方形石囲い炉

こや城遺跡 ５―４１５ 明科中川手 ３号住 中期後半～末 ？ 不明 ２．０～２．５ 方形石囲い炉

こや城遺跡 ５―４１５ 明科中川手 ４号住 中期後半～末 有り 円形 ３．１ 方形石囲い炉

塩田若宮（第１次） ５―５１２ 明科東川手 ２号住居址 ？ ？ 不明 － 未確認

塩田若宮（第２次） ５―５１２ 明科東川手 SB１ 中期後葉Ⅳ 有り 不明 （６．０） 未確認

※時期については、各報告書の表記に準じた。内容は次のとおり。
北村遺跡 Ⅰ期：加曽利EⅢ式並行期 Ⅱ期：加曽利EⅣ式並行期 Ⅲ期：称名寺式並行期

Ⅳ期：堀之内１式並行期 Ⅴ期：堀之内２式並行期 Ⅵ期：加曽利B１式並行期
他谷遺跡、塩田若宮遺跡（第２次） 中期後葉Ⅰ期：曽利Ⅰ式、唐草文系土器Ⅰ段階 中期後葉Ⅱ期：曽利Ⅱ式、唐草文系土器Ⅱ段階

中期後葉Ⅲ期：曽利Ⅲ～Ⅳ式、唐草文系土器Ⅲ段階 中期後葉Ⅳ期：曽利Ⅳ～Ⅴ式、唐草文系土器Ⅳ段階
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今後の課題

塩田若宮遺跡（第２次）発掘調査から見えてきた今後の課題は次のとおりである。

①遺跡範囲と集落の様相

塩田若宮遺跡は２次にわたる発掘調査と開発に先立つ試掘・工事立会などで遺跡の内容が明らかに

なってきている。今回の調査区付近では縄文中期後葉から後期前半及び平安時代の集落跡の一端である

ことが確認された。ただし、遺構の分布は疎であるため集落の中心が未調査部分に存在する可能性が大

きいと考えられる。今後の調査によって新たに竪穴建物跡等が確認されれば、該期の集落の様相が明ら

かになり、ひいては遺跡立地の検討等も加味して、河川との関係や生業の解明にもつながると考えられ

る。

②遺物・焼土・動物遺存体の出土状況

SB１の埋土中からは多量の土器・石器に混じって焼土・骨片が検出されている。こういった状況は

敷石住居や配石遺構上層の特徴として以前から指摘されているが、どのような遺跡形成過程の結果であ

るのかの解明は、今後の調査研究に委ねる部分が大きい。今後の発掘調査では、微細な遺存体の検出に

努めるなど遺構の性格を探る必要がある。

③打製石斧の出土と生業との関係

今回の発掘調査では８３点もの打製石斧が出土した。この様な打製石斧の大量出土については生業との

関係性等の要因を検討する必要がある。

④安曇野地域の中での塩田若宮遺跡の位置

安曇野市内でも第６表に示すとおり多くの敷石住居が確認されている。縄文中期後葉から後期中葉の

期間に営まれる遺跡にはほぼ例外なく見つかっている。この意味では、敷石住居の特異性よりは普遍性

が強調されているといえる。しかし、それぞれの遺跡立地には差異が認められ、また確認された遺構や

遺跡の存続期間も多様である。特に北村遺跡で土壙から多数の縄文人骨が検出された事例は他の遺跡と

比較して特筆される。同時代の遺跡がそれぞれ数㎞の範囲の中に点在する中で、これらのネットワーク

や地域の中での役割を検討することは今後の課題である。

引用・参考文献（五十音順）

明科町史編纂会 １９８４『明科町史』 明科町史刊行会

明科町教育委員会 １９７９『長野県東筑摩郡明科町こや城遺跡発掘調査報告書』 明科町教育委員会

明科町教育委員会 １９９１『ほうろく屋敷遺跡―川西地区県営ほ場整備事業に伴う緊急発掘調査報告書―』 明

科町の埋蔵文化財第３集 明科町教育委員会

明科町教育委員会 １９９７『塩田若宮遺跡―明科町立明北小学校体育館建て替え工事に伴う緊急発掘調査報告

―』 明科町の埋蔵文化財第１０集 明科町教育委員会

明科町教育委員会 ２０００『明科廃寺址―個人住宅建替えに伴う緊急発掘調査報告書―』 明科町の埋蔵文化財

第７集 明科町教育委員会

明科町教育委員会 ２００１『ほうろく屋敷遺跡Ⅳ―個人住宅建築工事に伴う第４次緊急発掘調査報告―』 明科
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町の埋蔵文化財第１１集 明科町教育委員会

明科町教育委員会 ２００４『上手屋敷遺跡第２次調査―町営住宅建設に伴う緊急発掘調査報告書―』 明科町の

埋蔵文化財第１２集 明科町教育委員会

明科町教育委員会 ２００５『潮神明宮前遺跡Ⅱ―町道拡幅改良工事に伴う緊急発掘調査報告書―』 明科町の埋

蔵文化財第１３集 明科町教育委員会

上松町教育委員会 ２００８『漆脇遺跡―国道１９号線桟改良工事に伴う発掘調査報告書―』 上松町教育委員会

朝日村教育委員会 ２００３『熊久保遺跡第１０次発掘調査報告書―松本平西山山麓における縄文時代中期の集落

址―』 朝日村文化財調査報告書第１集 朝日村教育委員会

安曇野市教育委員会 ２０１０『平成２０年度安曇野市埋蔵文化財発掘調査報告書―八ツ口遺跡・三枚橋遺跡―』

安曇野市の埋蔵文化財第３集 安曇野市教育委員会

太田喜幸、河西清光 １９６６「長野県東筑摩郡明科町七貴緑ケ丘遺跡調査」『松本諏訪地区新産都市地域内埋蔵

文化財緊急分布調査報告』 長野県考古学会 pp．１３９－１５６

大場磐雄、永峯光一、原 嘉藤 １９６３「長野県東筑摩郡四賀村井刈遺跡調査概報」『信濃』１５－１２ 信濃史

学会 pp．１－２０

大町市教育委員会 １９９０『一津―内陸における縄文時代玉作り遺跡―』 大町市埋蔵文化財報告書第１６集 大

町市教育委員会

桐原健 ２０１０「鮭三題」『長野県考古学会誌』１３３ 長野県考古学会 pp．１３－１９

長野県埋蔵文化財センター １９９３『北村遺跡―中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書１１（明科町

内）―』 長野県教育委員会

坂北村教育委員会 ２００５『県営中山間総合整備事業筑北地区埋蔵文化財調査報告書―坂北村 東畑遺跡―』

坂北村教育委員会

四賀村誌編纂会 １９７８『四賀村誌』 四賀村誌編纂会

新谷和孝 １９９３「縄文時代中期後半から後期にみられる釣手付深鉢について」『長野県考古学会誌』６８ 長

野県考古学会 pp．１－２５

長野県編 １９８８『長野県史 考古資料編 全１巻（４） 遺構・遺物』 長野県史刊行会

東川手の歴史を語る会 ２００５『うるわしきふるさと東川手―昔日の原風景を懐古―』 東川手の歴史を語る会

穂高町教育委員会 １９７２『離山遺跡』 穂高町教育委員会

穂高町教育委員会 ２００１『穂高町他谷遺跡』 穂高町教育委員会

松本市教育委員会 １９９７『小池遺跡Ⅱ・一ツ家遺跡緊急発掘調査報告書』 松本市文化財調査報告No．１２６

松本市教育委員会

三上徹也 １９９５「土器利用炉の分類とその意義」『長野県立歴史館研究紀要』 １ 長野県立歴史館 pp．９３

－１０２

三郷村教育委員会 ２００５『三郷村埋蔵文化財Ⅱ―発掘調査・試掘調査報告―』 三郷村の埋蔵文化財第７集

三郷村教育委員会

山形村教育委員会 ２００２『三夜塚遺跡Ⅲ―農道環境整備事業（三夜塚地区）に伴う緊急発掘調査報告書―』

山形村遺跡発掘調査報告書第１２集 山形村教育委員会

吉田恵二、中村耕作編 ２０１０『長野県安曇野市穂高古墳群２００９年度測量調査・現状確認調査報告書』 國學院

大學文学部考古学実習報告第４４集 國學院大學文学部考古学研究室
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塩田若宮遺跡（南西から） 塩田若宮遺跡（南から）

調査区全景（南から） 調査区全景（北から）

調査地遠景（西から） 潮沢川（西から）

畝状遺構検出状況（北から） 畝状遺構（東から）
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SB１礫調査状況（南西から） SB１敷石（北東から）

SB１敷石（北東から） SB１敷石除去（北東から）

SB１床面下土器出土状況（南から） SB１床面下土器出土状況

SB１床面下土器出土状況 SB１床面下土器出土状況
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SB１ピット完掘（北から） SB２埋設土器検出状況（南から）

SB２土器埋設状況（南から） SB２土器埋設状況

SB２土器埋設状況 SB３完掘（北東から）

P５半割（南から） P５完掘（南から）
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第26図4
第28図5

第28図9 第29図1

第30図4

第31図2
第32図3

出土土器（縮尺１／４）
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第41図5

第41図1

第41図2

第41図3

第41図4

第41図8
第41図9

第41図10 第41図11 第41図12

第41図13

第41図14

第41図15

第41図16 第41図17

第42図1

第43図7

第44図1

第41図6
第41図7

出土石器１（縮尺２／３：第４１図１～第４２図１、
縮尺１／３：第４３図７～第４４図１）
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第42図2

第42図3
第42図4

第42図5

第42図6

第42図10

第42図11

第43図1
第43図2

第43図3 第43図4 第43図6第43図5

第42図7
第42図8

第42図9

出土石器２（縮尺１／３）
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付表１ 塩田若宮遺跡試掘出土縄文土器観察表

図版
NO

遺物
NO

遺構名 種別 器種 文様
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

技法の特徴
残存部位

外面調整 内面調整 底部

４ １ 試掘 深鉢 A１ ３ 不明 不明 不明 ナデ＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ２ 試掘 深鉢 A１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ３ 試掘 深鉢 A１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ４ 試掘 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線＋刺突 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ５ 試掘 深鉢 B１ ４ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ６ 試掘 深鉢 B１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ７ 試掘 深鉢 B１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部

４ ８ 試掘 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４ ９ 試掘 深鉢 不明 不明 不明 ６ 〈９．７〉 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ ナデ 胴下部～底部

※〈 〉内は残存している部位の法量。

付表２ 塩田若宮遺跡（第２次）建物跡観察表

名称
位置

（グリッド）

規模（m）

平面形
主軸方向
（長軸方向）

炉・カマド 備 考
主軸
（長軸）

直行軸
（短軸） 壁高

SB１ C８・C９ 〈６．０〉 〈５．０〉 ０．２ 不明 不明 未確認 焼土、骨片を確認

SB２ D５ 不明 不明 不明 不明 不明 埋甕地床炉 平面形確認できず

SB３ G４ 不明 不明 ０．３ 円形？ 不明 未確認 焼土を確認

※〈 〉内は残存している部位の法量。

付表３ 塩田若宮遺跡（第２次）出土縄文土器観察表

図版
NO

遺物
NO

遺構名 種別 器種 文様
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

技法の特徴

残存部位
外面調整 内面

調整 底部

２６ １ SB１ 深鉢 A１ １ １６．０ 不明 〈４．６〉 ナデ＋隆線＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２６ ２ SB１ 深鉢 A１ １６ ４１．０ 不明 〈１４．７〉 ナデ＋隆線＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２６ ３ SB１ 深鉢 A２ １６ ３０．２ 不明 〈２７．３〉 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴下部

２６ ４ SB１ 深鉢 A２ １６ ２５．１ 不明 〈３０．５〉 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴下部

２６ ５ SB１ 深鉢 A２ １６ ３２．４ 不明 〈２７．７〉 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴下部

２６ ６ SB１ 深鉢 A２ １６ ２１．０ 不明 〈９．３〉 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２７ １ SB１ 深鉢 A２ １６ ３５．４ 不明 〈１２．８〉 ナデ＋隆線＋勾玉文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２７ ２ SB１ 深鉢 A２ １６ ３６．８ 不明 〈２２．６〉 ナデ＋隆線＋勾玉文＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴下部

２７ ３ SB１ 深鉢 A２ １６ ３９．０ 不明 〈２０．２５〉 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２７ ４ SB１ 深鉢 A２ 不明 ３９．３ 不明 〈９．４〉 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ １ SB１ 深鉢 B２ ８a ２９．２ 不明 〈１１．７５〉 ナデ＋隆線＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ ２ SB１ 深鉢 B２ ９ ２０．０ 不明 〈１４．１５〉 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部
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図版
NO

遺物
NO

遺構名 種別 器種 文様
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

技法の特徴

残存部位
外面調整 内面

調整 底部

２８ ３ SB１ 深鉢 B２ ９ ２３．８ 不明 〈１９．８５〉 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ ４ SB１ 深鉢 B２ １３ ２８．４ 不明 〈１４．８〉 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ ５ SB１ 深鉢 B２ ９a ３０．４ 不明 〈２９〉 ナデ＋隆線＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴下部

２８ ６ SB１ 深鉢 B２ １３ ２８．６ 不明 〈１６．１〉 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ ７ SB１ 深鉢 B２ １３ １９．８ 不明 〈１１．１〉 ナデ＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ ８ SB１ 深鉢 B２ 不明 １３．２ 不明 〈７．４〉 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２８ ９ SB１ 深鉢 D２ ７a １５．６ 不明 〈２０．５〉 ナデ＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴下部

２９ １ SB１ 深鉢 E１ ７a ３４．４ 不明 〈１９．５〉 ナデ＋縄文＋隆線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

２９ ２ SB１ 深鉢 E１ ７b ２５．９ 不明 〈１１〉 ナデ＋短沈線文＋隆線＋勾玉文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２９ ３ SB１ 深鉢 E１ ７b ３７．８ 不明 〈１８．７〉 ナデ＋隆線＋刺突＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

２９ ４ SB１ 深鉢 E１ １０ 不明 不明 〈３８〉 ナデ＋縄文＋隆線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴下部

３０ １ SB１ 深鉢 E１ １０ ４１．２ 不明 〈１４．６〉 ナデ＋縄文＋隆線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３０ ２ SB１ 深鉢 E１ 不明 ４７．４ 不明 〈１３．８〉 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３０ ３ SB１ 深鉢 E２ １０ ４１．３ 不明 〈１７．２〉 ナデ＋隆線＋縄文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３０ ４ SB１ 深鉢 G １３ １８．４ 不明 〈１１〉 ナデ＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３０ ５ SB１ 深鉢 G １３ ２６．６ 不明 〈９．７５〉 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３０ ６ SB１ 深鉢 G １３ 不明 不明 〈２１．６〉 ナデ＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 胴上部～胴下部

３１ １ SB１ 深鉢 G １６ ４７．４ 不明 〈３４．６〉 ナデ ナデ 不明 口縁部～胴下部

３１ ２ SB１ 深鉢 不明 １６ 不明 １１．８ 〈１９．９５〉 ナデ＋隆線 ナデ ナデ 胴下部～底部

３１ ３ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 〈１９．５５〉 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 胴上部～胴下部

３１ ４ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 ８．８ 〈１２．５〉 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 胴下部～底部

３１ ５ SB１ 深鉢 不明 不明 １９．１ 不明 〈１４．４〉 ナデ＋沈線＋隆線 ナデ 不明 口縁部

３１ ６ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 ５．６ 〈８〉 ナデ＋沈線 ナデ ナデ 胴下部～底部

３２ １ SB１ 鉢 H １３ ２９．２ 不明 〈２１．８〉 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴下部

３２ ２ SB１ 鉢 H １３ 不明 不明 〈１７〉 ナデ＋隆線＋把手＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 胴上部～胴下部

３２ ３ SB２ 深鉢 不明 １６ 不明 ７．５ 〈３４．４〉 ナデ＋条痕 ナデ ナデ 胴上部～底部

３２ ４ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３２ ５ SB１ 深鉢 不明 ９ 不明 不明 不明 ナデ＋把手＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３２ ６ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋把手＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３２ ７ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３２ ８ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３２ ９ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３２ １０ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 粘土紐貼付＋刺突＋ナデ ナデ 不明 釣手

３３ １ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ ナデ 不明 釣手

３３ ２ SB１ 注口 I 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋刺突 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ ３ SB１ 深鉢 A１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ ４ SB１ 深鉢 A１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ ５ SB１ 深鉢 A１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ ６ SB１ 深鉢 A１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ ７ SB１ 深鉢 A２ ７b 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部
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３３ ８ SB１ 深鉢 A２ １３ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ ９ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ １０ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ １１ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ １２ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ １３ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ １４ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋条痕 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３３ １５ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋条痕 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋条痕 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ２ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ３ SB１ 深鉢 A２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋条痕 ナデ 不明 口縁部

３４ ４ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ５ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ６ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ７ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ８ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ ９ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １０ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １１ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １２ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １３ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １４ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １５ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １６ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １７ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３４ １８ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ２ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ３ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ４ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ５ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ６ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ７ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ８ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ ９ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １０ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線＋勾玉文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １１ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １２ SB１ 深鉢 A２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １３ SB１ 深鉢 B１ ４ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部

３５ １４ SB１ 深鉢 B２ ８ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部
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３５ １５ SB１ 深鉢 B２ ８a 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １６ SB１ 深鉢 B２ ８a 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １７ SB１ 深鉢 B２ ９ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３５ １８ SB１ 深鉢 B２ ９ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １ SB１ 深鉢 B２ ９ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ２ SB１ 深鉢 B２ １３ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ３ SB１ 深鉢 B２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ４ SB１ 深鉢 B２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋条痕＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ５ SB１ 深鉢 B２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋縄文＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３６ ６ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ７ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ８ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ ９ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １０ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １１ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １２ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １３ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １４ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １５ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １６ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １７ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部～胴上部

３６ １８ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ２ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ３ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ４ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ５ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋刺突 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ６ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ７ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ８ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ ９ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋勾玉文＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １０ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １１ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １２ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １３ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １４ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １５ SB１ 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３７ １６ SB１ 深鉢 E１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３８ １ SB１ 深鉢 E１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋貼付＋押圧 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３８ ２ SB１ 深鉢 E１ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋縄文 ナデ 不明 口縁部～胴上部
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３８ ３ SB１ 深鉢 E２ １０ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３８ ４ SB１ 深鉢 E２ １６ 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋条痕 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３８ ５ SB１ 深鉢 E２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３８ ６ SB１ 深鉢 E２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文 ナデ 不明 口縁部

３８ ７ SB１ 深鉢 不明 １３ 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３８ ８ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部

３８ ９ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部

３８ １０ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３８ １１ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部

３８ １２ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３８ １３ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ ナデ 不明 口縁部

３８ １４ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部

３９ １ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋刺突 ナデ 不明 口縁部

３９ ２ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 胴部上下部

３９ ３ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋ナデ ナデ 不明 胴部上下部

３９ ４ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３９ ５ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋貼付＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３９ ６ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線＋条痕 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３９ ７ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋粘土紐貼付＋刺突 ナデ 不明 口縁部

３９ ８ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋ナデ ナデ 不明 口縁部

３９ ９ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文 ナデ 不明 口縁部

３９ １０ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋刺突 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３９ １１ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明 口縁部

３９ １２ SB１ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋短沈線文 ナデ 不明 胴部上下部

３９ １３ SB１ 鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋縄文＋沈線 ナデ 不明 口縁部～胴上部

３９ １４ SB１ 蓋 不明 不明 １５．６ 不明 不明 ナデ ナデ なし 胴部

３９ １５ SB１ 蓋 不明 不明 １８．６ 不明 不明 沈線＋ナデ ナデ なし 胴部

３９ １６ SB３ 鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋刺突 ナデ 不明 口縁部

３９ １７ SB３ 鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋貼付＋沈線 ナデ 不明 口縁部

４０ １ SF３ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線＋刺突 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４０ ２ SF３ 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋沈線 ナデ 不明

４０ ３ 検出面 深鉢 B２ 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋刺突 ナデ 不明 口縁部～胴上部

４０ ４ 検出面 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ＋隆線＋沈線 ナデ 不明 口縁部

４０ ５ 検出面 深鉢 不明 不明 不明 不明 不明 ナデ ナデ 不明 口縁部

※〈 〉内は残存している部位の法量。
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付表５ 塩田若宮遺跡（第２次）出土縄文時代石器観察表

図版
NO

遺物
NO

遺構名 器種 石材
長

（cm）
幅

（cm）
厚

（cm）
重量
（g）

二次加工・調整技術、使用痕跡など

４１ １ SB１ 石鏃 チャート １．４ １．１ ０．３ ０．５
凹基無茎鏃。左右非対称。両面に素材面残。尖端一
部欠。

４１ ２ SB１ 石鏃 黒曜石 〈１．０〉 １．２ ０．２ ０．３
凹基無茎鏃。石器の中間部より上の尖端側を欠。基
部の抉りやや大きい。現状、両面全面調製品。

４１ ３ SB１ 石鏃 チャート 〈１．２〉 ０．９ ０．２ ０．２
凹基無茎鏃。尖端一部、片脚欠。小形。両面全面調
整。

４１ ４ SB１ 石鏃 チャート ２．５ １．６ ０．５ １．８
小型寸詰りの木葉形状。尖端一部斜めに折れ、両面
全面調整品。

４１ ５ SB１ 石鏃 チャート ３．９ ２．６ ０．６ ７．５
木葉形状。横打ちの剥片素材。片面ほぼ全面調整。
片面周縁調整品。

４１ ６ SB１ 石鏃 黒曜石 ３ ２．３ ０．８ ４．６
石器基部丸く整形される。両面に素材面一部残存す
るが、ほぼ両面全面調整品。押圧調整あり。

４１ ７ SB１ 石鏃 チャート 〈２．３〉 〈１．６〉 〈０．３〉 １．３
凹基無茎鏃。尖端、片脚欠。基部の抉り深い。両面
全面調整。

４１ ８ SB１ 石鏃 チャート ３．２ ２．３ ０．７ ４．６
寸詰りの木葉形状。左側縁一部欠。両面全面調整品。
内面深くにくい込む長く平坦な剥離調整主体。石器
の裏面は両極剥離状。

４１ ９ SB１ 石鏃 チャート 〈３．４〉 ２ ０．６ ６．２
石器の右側縁尖端近くから基部にかけ、斜めに節理
面で折れ、石器の基部は側縁に対して広角に形成さ
れる。縁辺は交互剥離。

４１ １０ SB１ 石鏃 チャート 〈２．２〉 〈１．６〉 〈０．６〉 ２．５
木葉形尖頭器の一端。斜めに折れる。両面全面調整
品の可能性大。

４１ １１ SB１ 石鏃 不明 〈２．３〉 １．６ ０．３ ０．９
凹基無茎鏃。尖端側斜めに欠。基部の抉り深い。両
面全面調整品。

４１ １２ SB１ 石鏃 チャート ２ １．３ ０．３ ０．６ 凹基無茎鏃。片脚欠。中間部に膨らみ。

４１ １３ SB１ 石錐 チャート ２．６ １ ０．５ ０．８
石器の基部に素材面表裏を残す。そこから錐先が作
出される。錘先は表裏から入念な全面の二次加工に
より、断面形は菱形をなす。最先端は尖る。

４１ １４ SB１ 石錐 チャート 〈２．０〉 １．４ ０．５ １．９
石器の基部側に折れ、錐先は表裏両面からの二次加
工により、薄手レンズ状に整形。錐先以外の表裏両
面に素材面残。

４１ １５ SB１ 石錐 頁岩 〈３．２〉 〈４．４〉 〈０．９〉 １１
礫打面の横打ち剥片素材。素材腹面側は打面部を除
きほぼ全周に小剥離痕主体の急角度な二次加工。

４１ １６ SB１ 削器 チャート 〈３．４〉 〈３．４〉 〈０．７〉 １０．７
素材剥片の基部側欠損。素材腹面側は連続した二次
加工により鋭利な刃先角を形成する。

４１ １７ SB１ 削器 チャート ３．２ ２．５ ０．９ ８．１
縦長剥片素材。楕円形状。表裏両面に素材面一部残。
ほぼ全面、全周に鋭利な二次加工。

４２ １ SB１ 使用剥離片 凝灰岩？ ５．７ ８．６ １．６ ８９．７
線打面、横打ちの剥片素材。自然面一部残。頭部調
整痕多。素材末端部に断続な小剥離痕。

表付表４ 塩田若宮遺跡（第２次）出土土製品観察表

図版
NO

遺物
NO

遺構名 種別
直径
（cm）

厚さ
（cm）

重さ
（g）

技法の特徴 備 考

４０ ６ SB１ 土製円板 ４．８０ １．３１ ３０．５０ ナデ

４０ ７ SB１ 土製円板 ３．８５ １．００ １３．６０ ナデ＋沈線

４０ ８ SB１ 土製円板 ４．１０ １．００ １６．２０ ナデ＋短沈線文

４０ ９ SB１ 土製円板 ２．９５ １．３８ １１．４０ ナデ＋隆線

４０ １０ P６ 土製円板 ３．８５ ０．６４ ８．９０ ナデ
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図版
NO

遺物
NO

遺構名 器種 石材
長

（cm）
幅

（cm）
厚

（cm）
重量
（g）

二次加工・調整技術、使用痕跡など

４２ ２ SB１ 打製石斧 頁岩 ７．１ ５．８ １．８ ７４．８
準撥形。寸詰り形。基部の斜めの折れ面に再生痕。
片面に自然面残。赤化。

４２ ３ SB１ 打製石斧 凝灰岩 １５．４ ５．２ ２．２ １４４．８
準短冊形。一端素材面残り、二次加工なく尖る。そ
の他周縁は鋭利な二次加工。赤化。

４２ ４ SB１ 打製石斧 安山岩 １４ ４．７ ２．１ １８０．１
短冊形。刃部両面から内面深くまで磨痕あり。刃部
は丸く磨耗。両側面に敲打痕。

４２ ５ SB１ 打製石斧 砂岩 １２．７ ５．７ ２．７ １８９．３
短冊形。刃部自然面と剥離痕に磨痕。片面の自然面
主体側の基部加工なし。

４２ ６ SB１ 打製石斧 不明 １４．１ ４．７ １．９ １４３．４
短冊形。片面基部に自然面残。刃部両面に磨痕、線
状痕。激しく赤化。

４２ ７ SB１ 打製石斧 ホルンフェルス １２．６ ５ １．８ １２２ 短冊形。片面中央に磨痕部。

４２ ８ SB１ 打製石斧 安山岩 １３．９ ６．３ １．６ １３３．６
準撥形。刃部やや末広がる。横打ちの剥片素材。両
面周縁加工。片面基部に自然面一部残。被熱による
黒化。

４２ ９ SB１ 打製石斧 輝石安山岩 １１．８ ５．５ １．７ １１０．１
準短冊形。横打ちの剥片素材。両面に自然面。両面
周縁加工。刃部円弧状。基部一部折れ。

４２ １０ SB１ 打製石斧 �岩？ １５．６ ５．８ ２．５ ２０９．６ 短冊形。大型の剥片素材。基部加工殆どなく両側縁。

４２ １１ SB１ 打製石斧 安山岩 １１．４ ４．９ １．４ ８５．８
準短冊形。刃部やや末広がり。横打ちの剥片素材。
表裏両面に磨痕部。

４３ １ SB１ 打製石斧 頁岩 ９．１ ４．４ １．８ ６０．６
刃部多少磨痕部。短冊形。石器の基部片面に自然面
残。

４３ ２ SB１ 打製石斧 安山岩 ９．８ ５．７ １．２ ７３．３
撥形。縦長剥片素材。片面に自然面大きく残。自然
面側左側縁に二次加工なし。主要剥離両面ほぼ周縁
加工。刃部両面に広く磨痕部。

４３ ３ SB１ 打製石斧 凝灰岩 １０．１ ５．１ １．９ １２１
短冊形。片面に自然面残。反対面は自然面か不明な
面。両側中央付近の自然面や剥離痕に磨痕部と横方
向の線状痕。赤化。

４３ ４ SB１ 打製石斧 頁岩 １０．４ ４．７ １．１ ５４．３ 短冊形。横打ちの剥片素材。片面一端に自然面残。

４３ ５ SB１ 打製石斧 ホルンフェルス ９．８ ６．４ １．４ ７３．９ 撥形。片面に自然面広く残。刃部一部に磨痕。

４３ ６ SB１ 打製石斧 頁岩 １０．４ ５．５ １．５ ９５．８ 幅広の短冊形。表裏両面の随所に磨痕部。

４３ ７ SB１
凹石

（蜂の巣石）
安山岩 〈１５．５〉 １５ ８．５ ２７１０

火熱を受け、一部破損。両面に複数の凹み。両面に
研磨痕。側面の一部に敲打痕。

４４ １ SB１ 凹石 砂岩 ９．４ ８．８ ３．７ ３８０
両面の中央が凹む。両面から側面にかけて弱い研磨
痕。

４４ ２ SB１ 磨石
半花崗岩

（アプライト）
９．７ ９．１ ５．５ ６５０

両面および側面に研磨痕。ただし火熱を受けて不明
瞭。一部欠損。

４４ ３ SB１ 磨石 砂岩 １４．８ ６．５ ３ ４００ 両面および側面に研磨痕。片面の一部凹む。

４４ ４ SB１ 台石 安山岩 〈１９．３〉 １１．１ ７．２ ２４００
一端欠損。正面および側面に良好な研磨痕がみられ、
平滑。裏面は部分的に研磨痕。

４５ １ P６ 石鏃 チャート １．８ １．４ ０．４ １ 不定形状。素材面一部残るが、ほぼ両面全面調整。

４５ ２ P９ 石鏃 チャート 〈３．０〉 １．３ ０．４ ２．２
横打ちの剥片素材。背面の深形な周縁加工。石器の
基部切断。

４５ ３ 検出面 石鏃 チャート 〈１．１〉 １ ０．２ ０．２
凹基無茎鏃。尖端若干欠。小型。基部の抉り浅い。
両面全面調整。

４５ ４ 検出面 石錐 チャート ２．９ １．６ ０．４ １．９
縦長剥片素材。素材背面に節理面あり。素材の基部
側に錐先が作出される。錐先は約１．５㎝。断面は両
面加工によりレンズ状をなす。

４５ ５ 検出面 台石 砂岩 〈１５．３〉 ８ ３．５ １０２０
一部欠損。両面から側面にかけて良好な研磨痕がみ
られ、平滑。両面に１ヶ所ずつ敲打による凹みあり。

※〈 〉内は残存している部位の法量。
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付表６ 塩田若宮遺跡（第２次）出土平安時代土器観察表

図版
NO

遺物
NO

遺構名 種別 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

技法の特徴
残存部位

外面調整 内面調整 底部

４６ １ P５ 土師器 坏A １１．５ ４．６ ３．０ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 口縁部～底部

４６ ２ P５ 黒色土器A 坏A １１．２ ４．６ ３．６ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切り 口縁部～底部

４６ ３ P５ 土師器 小甕D １２．８ 不明 〈７．２〉 ロクロナデ ロクロナデ 不明 口縁部～胴上部

４６ ４ P５ 土師器 甕 I ２３．７ 不明 〈７．３〉 ロクロナデ ロクロナデ 不明 口縁部～胴上部

※〈 〉内は残存している部位の法量。
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要 約

潮沢川が犀川に注ぐ地点の河岸段丘上にある縄文時代中～後期、平安時代の遺跡。今回の調査では縄文
時代中期後葉の敷石住居とした遺構（SB１）から多量の土器・石器が出土した。敷石上層には多量の
礫が集積しており、この中には炭化物や骨片が含まれる。出土遺物のうち石器では打製石斧の割合が高
く、該期の生業との関わりが注目される。過去２度の本調査から、未調査部分にも遺構等の広がりがあ
ると予測される。
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